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ご注意ご注意ご注意ご注意

１． この取扱説明書が説明している装置のソフトウェアおよびこの取扱説明書の著作権
は、ファシット株式会社にあります。

２． この取扱説明書が説明している装置のソフトウェアおよびこの取扱説明書の一部又
は全部を無断で使用、複製する事はできません。

３． この取扱説明書が説明している装置のハードウェアの仕様、ソフトウェアの仕様、
およびこの取扱説明書に記載されている事柄は、将来予告無しに変更する事があり
ます。

　この装置は、第一種情報装置(商工業地域において使用されるべき情報装置)で
商工業地域での電波障害防止を目的とした情報処理装置等電波障害自主規制協議会
(ＶＣＣＩ)基準に適合しております。
　従って、住宅地域またはその隣接した地域で使用すると、ラジオ、テレビジョン
受信機等に受信障害を与える事があります。
　取り扱い説明書に従って、正しい取り扱いをして下さい。
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１．序

　　　　F a c i tF a c i tF a c i tF a c i t  N 1 0 6 0 N 1 0 6 0 N 1 0 6 0 N 1 0 6 0                             (以下、「本装置」と記述します)は、ＮＣ装置やコンピュータと接続し、
ＮＣプログラムの入出力を行う、小型軽量なポータブルタイプの装置です。

データを保管するための媒体として、３．５インチのフロッピーディスクを使用しています。
ディスクはフォーマット前で１Ｍバイト（２ＤＤ）と２Ｍバイト（２ＨＤ）の容量の２種類が使用
できます。本装置は、データの読み取り書き込みの際は、自動的にディスクのフォーマット種類の
判別を行います。判別可能なフォーマットは、ＭＳ－ＤＯＳのフォーマットおよび２ＨＤを使用した
ＦＡＮＵＣｰＰＧフォーマットです。

ＭＳ－ＤＯＳフォーマットでは、２ＤＤのディスクは０．７２Ｍバイト、２ＨＤのディスクは
１．２２Ｍバイト、あるいは１．４４Ｍバイトの容量となります。
登録できるファイルの最大数はフォーマットに依り、２ＤＤで１１２ファイル、２ＨＤでは１９２
ファイルまたは２２４ファイルとなります。

ＰＧフォーマットでは、フォーマット方法により、７１ファイル、１７５ファイル、２２７ファイル
(1943 ﾌｧｲﾙ可能なﾌｫｰﾏｯﾄですが、本装置の制限により 227 ﾌｧｲﾙになります)が、登録できます。
本装置でフォーマットした場合は、１７５ファイルになります。

他の装置で０．６４Ｍバイトの容量にフォーマットされた２ＤＤのディスクおよび、
１５セクター／トラック、５１２バイト／セクターの１．１８Ｍバイト容量にフォーマットされた
２ＨＤのディスクも使用できます。

本装置と一緒に納品されたディスクに、本装置用のシステムプログラムが書き込まれています。
システムプログラムをバックアップするためのディスクです。大切に保管して下さい。

本装置は、サブディレクトリ内のファイルを処理できません。
他のシステムでファイルを作成される場合には、必ずルートディレクトリーに書き込んでください。

使用しているディスクドライブの構造上、キー操作面を下に向けた状態でのディスクのリード、使用しているディスクドライブの構造上、キー操作面を下に向けた状態でのディスクのリード、使用しているディスクドライブの構造上、キー操作面を下に向けた状態でのディスクのリード、使用しているディスクドライブの構造上、キー操作面を下に向けた状態でのディスクのリード、
ライトは、絶対に行わないでください。ライトは、絶対に行わないでください。ライトは、絶対に行わないでください。ライトは、絶対に行わないでください。
汚れたディスクをディスクドライブに挿入しないで下さい。ヘッド部分が汚染されて、正常に動作汚れたディスクをディスクドライブに挿入しないで下さい。ヘッド部分が汚染されて、正常に動作汚れたディスクをディスクドライブに挿入しないで下さい。ヘッド部分が汚染されて、正常に動作汚れたディスクをディスクドライブに挿入しないで下さい。ヘッド部分が汚染されて、正常に動作
しなくなります。また、粉塵も本装置のディスクドライブの故障原因となります。御注意下さい。しなくなります。また、粉塵も本装置のディスクドライブの故障原因となります。御注意下さい。しなくなります。また、粉塵も本装置のディスクドライブの故障原因となります。御注意下さい。しなくなります。また、粉塵も本装置のディスクドライブの故障原因となります。御注意下さい。

ゴム足が４個、一緒に納品されています。１個ずつに切離し、両面テープの被膜をはがしてから、
本装置の底面に貼って御使用ください。

このユ－ザ－ズマニュアル Edition 2.4 版は、システムプログラムのバ－ジョンがＶ.７２４以降の
ものに適用されます。Ｖ.７２４未満のバ－ジョンでは、一部動作しない機能が有ります。

信号ケーブルの接続や取り外しを行う際には、必ず本装置と接続される装置、双方の電源を切って信号ケーブルの接続や取り外しを行う際には、必ず本装置と接続される装置、双方の電源を切って信号ケーブルの接続や取り外しを行う際には、必ず本装置と接続される装置、双方の電源を切って信号ケーブルの接続や取り外しを行う際には、必ず本装置と接続される装置、双方の電源を切って
から行って下さい。電源を切らないで行うと係る装置が故障する惧れがあります。から行って下さい。電源を切らないで行うと係る装置が故障する惧れがあります。から行って下さい。電源を切らないで行うと係る装置が故障する惧れがあります。から行って下さい。電源を切らないで行うと係る装置が故障する惧れがあります。

MS-DOSは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。
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１．１　スタート

ａ．ＡＣ－ＤＣアダプターの電源コネクターをＡＣ電源に接続します。

ｂ．アダプターのＤＣコネクターを本装置に接続します。

　　あるいは

ｃ．ＮＣのＲＳ－２３２ＣシリアルインターフェイスよりＤＣ２４Ｖが出力されており、
電源として使用可能である場合。
本装置のシリアルコネクターの９ピンにＤＣ２４Ｖが配線されている、ＲＳ－２３２Ｃの
接続ケーブルを、ＮＣと本装置のシリアルコネクターに接続します。

ｄ．本装置の電源を入れます。まずＲＡＭテストを実行して異常がなければ、
Ｆｌａｓｈ－ＲＯＭにストアされているシステムプログラムがスタートします。

ＲＡＭテスト実行中に、本装置のシステムプログラムが書かれたディスクをセットすると、
ストアしているプログラムのバージョンとディスクのプログラムのバージョンを比較し、異なっ
ていれば、ディスクよりプログラムを読み込みます。

同一バージョンのシステムをディスクより再ロードする場合は、本装置の電源を入れ、ＲＡＭ
テストの実行中に＜登録＞キーを押しながらシステムディスクをセットし、そのまま＜登録＞
キーを押したままにして下さい。

プログラムの読み込みが終了した時点で、プログラムをＦｌａｓｈ－ＲＯＭにストアするか、
一時的に使用するかを指定することができます。
（システムプログラムは、ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクでのみ可能）

    パラメータの“ディスク登録”で書き込まれたパラメータファイルが入っているディスクをセッ
トしておくと、ディスクに書き込まれたパラメータが読み込まれ、使用されます。
但し、パラメータの内部登録を実行しない限り、本装置内部に記憶されたパラメータは更新され
ません。詳細は“３．１．１９ パラメータの登録”を参照して下さい。
（パラメータは、ＭＳ－ＤＯＳ、ＦＡＮＵＣ－ＰＧいずれのフォーマットのディスクでも可能）

ｅ．システムプログラムがスタートすると、ディスプレイはローカルモードレディの表示に
なります。この状態のとき、各種ファンクションキーの操作が可能となります。

　　 　Ｎ１０６０　　　Ｖ．ｘｘｘ
　ローカル　モート゛　レテ゛ィ
　Ｆａｎｕｃ　リモート
ＤＤＤＤＤＤ　ＴＴ：ＭＭ：ＳＳ

　ローカルモードレディ表示

  ＤＤＤＤＤＤ＝日付、ＴＴ：ＭＭ：ＳＳ＝時刻

ｆ．＜ステップ＞キーでカーソルをリモートモードの行へ移動させて、＜選択＞キーを押すと、
リモートモードとなります。
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１．２　パラメータの初期設定

出荷時のパラメーターの設定値は以下のようになっています。
内容を確認し、変更が必要であれば、パラメーター変更の項を参照して、変更を行ってください。

　　    パラメーター設定初期値

　        　    　　　　　　インターフェイス　：　ＲＳ－２３２Ｃ（Ｖ．２４）
　　　　　　　　　　　          入出力コード　：　ＩＳＯコード
　　　　　　　　　　　カレントループ　レディ  ：　ノーカレント
　      　　　受信　スタート　ファイルマーク　：　％
　    　  　　　受信　エンド　ファイルマーク　：　％
　    　　　　送信　スタート　ファイルマーク　：　ナシ
　   　 　　　　送信　エンド　ファイルマーク　：　ナシ
　　　　　　　　受信　ファイルマーク書き込み　：　ＹＥＳ
　　　                            ボーレート　：　４８００
　　　　　　　　　            使用プロトコル　：　ＮＣ
        トランスペアレント　Ｘ－ＯＦＦコード  ：　９３Ｈｅｘ
                      　　　　ストップビット　：　２
　　　　　　　　　　オート　ファイル　ネーム　：　無効
　　　　　　　　　　　　送信　ＥＯＢ　コード　：　ＣＲ－ＬＦ
　　　　　　　　　　　送信　リーダー　文字数　：　０
　　　　　　　　送信　リーダー　キャラクター　：　ＮＵＬＬ　コード
　　　　　　　　　　送信　トレーラー　文字数　：　０
　　　　　　　送信　トレーラー　キャラクター　：　ＮＵＬＬ　コード
            　　　　　　　　ファイル　拡張子　：　ＮＷＤ
　　　　　　　　　　　　　　Ｍ９８Ｐコマンド　：　無効
            　　　　　　　　　　バックライト　：　オン
　　　　　　　　　　　　　　　　日付表示形式　：　ＹＹＭＭＤＤ
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１．３　モードの設定

本装置には２種類のモードがあります。

ａ．キー操作で各種の機能を実行させる、ローカルモード
ｂ．ＮＣよりのコマンドで実行するリモートモード

    メインメニューで、＜ステップ＞キーでカーソルをリモートモードの項へ移動させ、＜選択＞
キーを押すと、リモートモードとなります。

リモートモードで＜停止＞キーを押すと、ローカルモードレディのメインメニューへ戻ります。

１．３．１　ローカルモードの機能

    ファイルの出力（サブファイル機能可能）（連続ファイル出力可能）
    ファイルの入力（オートファイルネーム機能可能）
    ファイルリスト
    連続ファイルリストの作成
    データファイルの内容の確認
    ディスクの残り容量の確認
    パラメータの設定
    指定データファイルのコピー
    全データファイルの一括コピー
    本装置システムプログラムのコピー
    指定データファイルの削除
    全データファイルの一括削除
    ディスクフォーマット

    キーボード上のファンクションキーを使用して開始します。

１．３．２　リモートモードの機能

  ・ファイル送信（サブファイル機能可能）
  ・ファイル受信
・ ファイルの頭出し（６種類可能）
・ 指定ファイルの削除
・ 全ファイルの一括削除
・ ディレクトリ情報の出力（２種類可能）
・ ステータス情報の出力
・ ディスク種類の出力
・ ディスク残量の出力
・ ファイルプロテクトの設定／解除
・ ファイルリネーム
・ モード切り替え（コードデータ／バイナリデータ）
・ ディスクの初期化
・ ステータス情報のクリア

これらの機能はＦＡＮＵＣ Ｈａｎｄｙ Ｆｉｌｅプロトコルに準拠していますが、ご使用に際し
ては、予め弊社営業までお問い合わせ下さい。
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２．キーボード

    オペレーションキー

    ＜受　信＞　　　　　：　データ受信の時に使用します。

    ＜送　信＞　　　　　：　データ送信の時に使用します。

    ＜リスト＞　　　　　：　＜ステップ＞キーおよび矢印キーを使用し、データファイルの内容
の確認の時に使用します。
データ送信時、リストファイルによる送信を行います。

    ＜登　録＞　　　　　：　ファイルネームの入力に使用します。
                            最初は数字キーによる数字入力。
            　　　　　　　　再度＜登録＞を入力するとアルファベットの入力。
                            入力の終了を示します。

    ＜ステップ＞　　　　：　次のデータファイルの内容表示を行います。
    　　　　　　　　　　　　パラメータ設定の時、次の設定値に進みます。

    ＜選　択＞　　　　　：　ファイルの指定、パラメータの設定値指定に使用します。

    ＜削　除＞　　　　　：　１データファイル、または全てのデータファイルの削除
に使用します。

    ＜コピー＞　　　　　：　ディスクコピー、またはシステムプログラムのコピーに
使用します。

    ＜設　定＞　　　　　：　パラメータ設定の時に使用します。

    ＜初期化＞　　　　　：　ディスクのフォーマットの時に使用します。

    ＜停　止＞　　　　　：　オペレーションを中断させます。
プログラムのレディポジションに戻す時に使用します。

    ＜０＞　－　＜９＞  ：　ファイルネームの入力に使用します。

    ＜←＞、＜→＞、
    ＜↑＞、＜↓＞　　  ：  ファイルリスト表示の時、ファイルの移動に使用します。

パラメータの設定の時、設定値、設定項目の移動に使用します。
ファイルネームのアルファベット入力の時、カーソルの移動に使用し
ます。
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３．ファンクション

本装置のローカルモードでのファンクションは３グループに分類できます。

ａ．パラメータ設定

ｂ．ファイル操作
　    ファイルリスト
      ファイルデータの確認
　    ディスク残り容量
　    ファイル受信
　    ファイル送信
　　  ファイル削除

ｃ．ディスク保守
      システムプログラムコピー
　    データファイルコピー
　    ディスクフォーマット

３．１　パラメータ設定

ディスプレイがローカルモードレディの時、＜設定＞キーを押すと、パラメータ設定の機能となりま
す。パラメータでは以下の項目の設定があります。

    　インターフェイス
    　入出力コード
　　　カレントループ　レディ信号
    　受信　ファイルマーク　スタート
    　受信　ファイルマーク　エンド
    　送信　ファイルマーク　スタート
    　送信　ファイルマーク　エンド
    　受信　ファイルマーク　データとしての書き込み
    　ボーレート
    　プロトコル
　　　トランスペアレント／データ受信の際のＸ－ＯＦＦコード
    　ストップビット
　　　受信　オートファイルネーム機能
    　送信　ＥＯＢコード
　　　送信　リーダー  文字数
　　　送信　リーダー　キャラクター
　　　送信　トレーラー  文字数
　　　送信　トレーラー　キャラクター
　　　ファイル　拡張子
　　　Ｍ９８Ｐコマンド
    　バックライト　オン／オフ
    　日付表示形式
    　日付設定
    　時刻設定
    　パラメータの登録
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３．１．１　キー操作

＜選　択＞　　　：　カーソルの示す設定値を選択し、次のパラメータ項目に進みます。
                    アルファベット入力で、カーソルの位置の文字を指定します。
＜ステップ＞　　：　次の設定値へ、カーソルを進めます。（ループします。）
＜↓＞　　　　　：　次の設定値へ、カーソルを進めます。（ループします。）
                    アルファベット入力で、カーソルを移動させます。
＜→＞　　　　　：　次の設定値へ、カーソルを進めます。（ループします。）
                    アルファベット入力で、カーソルを移動させます。
＜←＞          ：　前の設定値へ、カーソルを戻します。（ループします。）
                    アルファベット入力で、カーソルを移動させます。
＜↑＞          ：　前のパラメータ設定項目へ、戻ります。
                    アルファベット入力で、カーソルを移動させます。
＜停　止＞　　　：　パラメータ設定を中止します。変更されたパラメータは有効です

が、ストアされず、電源を切ると無効となります。
＜登　録＞　　　：　設定内容の入力を意味します。入力の終了を示します。

３．１．２　インターフェイス

入出力用のインターフェイスを設定します。

　　ＲＳ－２３２Ｃ　　　　：　ＲＳ－２３２Ｃ（Ｖ．２４）　シリアル
    カレント・ループ　　　：　２０ｍＡ　カレントループ　シリアル
            （カレント・ループ・インターフェイスはオプションです。）

＜設定＞キーを押すと、まず次のようにディスプレイされます。

　　　　
　　　　　
　　　　　

インターフェイス
　　ＲＳ－２３２Ｃ
　　カレント・ルーフ゜
→↓←／センタクキーヲ　オシマス

　　　            ＿はカーソルで、最初は現在設定されている項目を示します。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーを押すと、カーソルは次の項目へ移動します。
＜選択＞を押すと、現在のカーソルで示されている項目が指定されます。
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３．１．３　入出力コード

３種類のコード設定ができます。

    ＩＳＯ　　　　　  ：　８ビット、ノーパリティ（ＩＳＯコードチェック有り）
    ＥＩＡ　　　　　　：　８ビット、ノーパリティ（ＥＩＡコードチェック有り）
    トランスペアレント：　８ビット、ノーパリティ

＜→＞、＜↓＞、＜←＞、＜選択＞キーを使用して、コードを設定します。
＜↑＞キーを押すと、インターフェイスの設定項目へ戻ります。

ＩＳＯコードの設定でデータを受信すると、ＩＳＯコ－ドチェックを行い、コード変換して７ビット
ＡＳＣＩＩコードでディスクに書き込まれます。受信コ－ドに誤りがある場合は、パリティエラ－と
表示され受信が打ち切られます。ファイルは生成されません。
送信の場合は、７ビットＡＳＣＩＩコードからＩＳＯコ－ドに変換して送信します。

ＥＩＡコードの設定でデータを受信すると、ＥＩＡコ－ドチェックを行い、コード変換して７ビット
ＡＳＣＩＩコードでディスクに書き込まれます。受信コ－ドに誤りがある場合は、コ－ドエラ－と
表示され、同時に不正コ－ドも１６進数で表示され、受信が打ち切られます。ファイルは生成されま
せん。送信の場合は、７ビットＡＳＣＩＩコードからＥＩＡコードに変換して送信します。

ＥＩＡコードエラー： ＦＥ と表示された時は、ＦＡＰＴのデータエラーです。
ＦＡＰＴをお使いの場合は、データ中に本装置では処理出来ない部分がある事を示します。弊社営業
担当または技術までお問い合わせ下さい。
ＩＳＯコードでお使いの場合にこの表示が出た時は、データ中に水平タブコード（０９Ｈ）、バック
スペースコード（０８Ｈ）、ＳＴＸコード（０２Ｈ）、ＳＯＨコード（０１Ｈ）が含まれています。
これらのコードは予約コードですので、データの中にはお使いにならないで下さい。

トランスペアレント設定の場合は、８ビットデータをそのまま入出力します。
この設定では、受信、送信のスタート／エンドファイルマークの設定、送信でのリーダー／トレー
ラーの設定、ＥＯＢコードの設定とサブプログラム機能は無効となります。

３．１．４　カレントループ　レディ

カレントループインターフェイスでレディ／ビジープロトコルのときのレディ状態を設定します。

　　レディ　＝　カレント
　　レディ　＝　ノーカレント

カレントを選択すると、カレントループインターフェイス上のＲＥＡＤＹ信号は、電流が流れている
状態がレディを意味します。
ノーカレントであれば、電流が流れていない状態がレディとなります。
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３．１．５　ファイルマーク

受信と送信のいずれに関しても、スタートとエンドのファイルマークを設定することができます。
さらに受信のファイルマークをデータとしてファイルに書き込むかどうか、選択することができます。

    　受信　スタート　：　％、ＤＣ２、なし
    　受信　エンド　　：　％、ＤＣ４、％＋ＥＯＢ、Ｍ３０＋ＥＯＢ、なし

    　送信　スタート  ：　％、ＤＣ２、なし
    　送信　エンド　  ：　％、ＤＣ４、％＋ＥＯＢ、Ｍ３０＋ＥＯＢ、なし

        　ＤＣ２： １２ Ｈｅｘ、ＤＣ４： １４ Ｈｅｘ
％、Ｍ３０は文字。ＥＯＢコードは別項目で設定されるラインターミネータコード。

受信のスタートファイルマークにコードを設定すると、受信の際に指定のコードを受信するまで
データは無視されます。
“なし”の設定にすると、最初のデータより直ちに受信データとして処理します。

受信のエンドファイルマークにコードを設定すると、受信の際、書き込み開始後に指定のコードを
受信すると自動的に受信は終了します。
“なし”の設定にすると、＜停止＞キーを２度押すことにより、受信は終了します。

受信スタートファイルマークの“％”は、“％”＋ＥＯＢコードの設定となりますが、“％”のみで
も有効となります。

コード設定がトランスペアレントの場合、受信ファイルマークの設定は無効となり、
スタートファイルマーク、エンドファイルマークいずれも、“なし”の設定と同様になります。

送信のファイルマークは、送信の際に、データの先頭にスタートファイルマークを、データの最後に
エンドファイルマークを付加して送信します。

送信スタートファイルマークの“％”は、“％”＋ＥＯＢコードが付加されますが、エンドファイル
マークでは“％”のみです。

コード設定がトランスペアレントの場合は、送信ファイルマークの設定は無効となり、スタート
ファイルマーク、エンドファイルマークいずれも、“なし”の設定と同様になります。

なお受信ファイルマークをデータとしてファイルに書き込む設定にしておくと、送信の際には受信
ファイルマークを含め、全て通常のデータとして取り扱われます。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーで項目を選択し、＜選択＞キーで指定します。
＜↑＞キーを押すと、前の設定項目へ戻ります。
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３．１．６　ファイルマークの書き込み

ファイルマークの設定の後に、次の選択が表示されます。
                                                                                        

　　　　
　　　　
　　　　　

ジュシン　ファイル　マーク
　ファイル　カキコミ
  　Ｙｅｓ　　　Ｎｏ 　
→↓←／センタクキーヲ　オシマス

“Ｙｅｓ”を選択すると、受信ファイルマークもデータとしてファイルに書き込みます。“Ｎｏ”の
場合は、受信ファイルマークを除き、データのみを書き込みます。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーで項目を移動させ、＜選択＞キーで設定します。
＜↑＞キーを押すと、送信エンドファイルマークの設定項目へ戻ります。

３．１．７　ボーレート

ディスプレイは次のように表示されます。

　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

ホ゛ーレート
  １５０　　３００　　６００
  １２００　２４００　４８００
  ９６００　１９２００

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーで項目を移動させ、＜選択＞キーで設定します。
＜↑＞キーを押すと、受信ファイルマークの書き込みの設定項目へ戻ります。

３．１．８　プロトコル

プロトコルの設定では次の３種類のプロトコルの選択ができます。

　　ＮＣ　　　　　　　　　：　送信－ＤＣコード、受信－レディ／ビジー制御
    ＤＣ－コード　　　　　：　Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ制御　I
    Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ　：　Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ制御  ＩＩ
    レディ／ビジー　　　　：　レディ／ビジー制御

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーと、＜選択＞キーで選択、設定を行います。
＜↑＞キーを押すと、ボーレートの設定項目へ戻ります。

５章のプロトコルの説明を参照してください。
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３．１．９　Ｘ－ＯＦＦコード

コード設定がトランスペアレントで、プロトコルがＤＣコード、あるいはＸ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦの
場合、データ受信の際に送信側に送るＸ－ＯＦＦコード（ＤＣ３コード）を１３Ｈｅｘ、あるいは
９３Ｈｅｘに設定することができます。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーと、＜選択＞キーで選択、設定を行います。
＜↑＞キーを押すと、プロトコルの設定項目へ戻ります。

この設定は、コード設定がトランスペアレントで、ＤＣコード、あるいはＸ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦの
プロトコルの場合で、データ受信の時のみ有効となります。

Ｘ－ＯＦＦコードを受信する場合は、１３Ｈｅｘ、あるいは９３Ｈｅｘのいずれのコードを受信して
も、Ｘ－ＯＦＦコードとして認識します。

３．１．１０　ストップビット

１ストップビット、あるいは２ストップビットに設定することができます。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーと、＜選択＞キーで選択、設定を行います。
＜↑＞キーを押すと、Ｘ－ＯＦＦコードの設定項目へ戻ります。

３．１．１１　オートファイルネーム

データ受信の際に、データ内に含まれている情報に従いファイルネームを自動的に設定出来ます。
次のような選択が可能です。

　　　　
　　　　　
　　　　　

オート　ファイル　ネーム
  ムコウ　　（／　　％　　Ｏ
  ＰＧＭ　　Ｌ　　ＤＦＳ，
→↓←／センタクキーヲ　オシマス

“ムコウ”はオートファイルネーム機能を使用せず、データ受信の前にファイルネームを指定します。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーと、＜選択＞キーで選択、設定を行います。
＜↑＞キーを押すと、ストップビットの設定項目へ戻ります。

３．３．５のオートファイルネーム機能の説明を参照してください。
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３．１．１２　ＥＯＢコード

ＩＳＯコードでのデータ送信の際に、各ラインの終りを示すコードとしてどのようなコードを送信す
るかを指定します。

ＥＩＡコードでデータ送信を行うと、ＬＦコード（８０ Ｈｅｘ）のみが送信されます。

トランスペアレント設定の場合は、ファイルのデータをそのまま送信します。

    ＣＲ－ＬＦ      　　　　　：　ＣＲ、ＬＦコードの送信
    ＬＦ－ＣＲ        　　　　：　ＬＦ、ＣＲコードの送信
    ＬＦ－ＣＲ－ＣＲ  　　　　：　ＬＦ、ＣＲ、ＣＲコードの送信
    ＣＲ              　　　　：　ＣＲコードのみの送信
    ＬＦ              　　　　：　ＬＦコードのみの送信
　　ＩＮ／ＯＵＴヘンカンセズ  ：　変換を行いません

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーと、＜選択＞キーで選択、設定を行います。
＜↑＞キーを押すと、オートファイルネームの設定項目へ戻ります。

“ＩＮ／ＯＵＴヘンカンセズ”以外の設定では、ファイル内にＣＲあるいはＬＦが単独又は連続で
複数個あっても、ＩＳＯ設定の時送信するＥＯＢコ－ドはここで設定された一組のＥＯＢコ－ドだけ
であり、ＥＩＡ設定の時送信するＥＯＢコ－ドは一つのＬＦコ－ド(８０Ｈｅｘ)だけです。

“ＩＮ／ＯＵＴヘンカンセズ”設定では、ＩＳＯ設定の時、ファイル内のＣＲあるいはＬＦがそのまま
入っている数だけ送信されます。ＥＩＡ設定の時、ファイル内のＬＦの数だけＥＩＡのＬＦコ－ド
(８０Ｈｅｘ)に変換され送信されます。然し、ファイル内にＣＲだけしか存在しない場合は、この
設定ではＥＩＡのＬＦコ－ド(８０Ｈｅｘ)に変換されません。
この問題が起こった時は“ＩＮ／ＯＵＴヘンカンセズ”以外の設定にして下さい。

“ＩＮ／ＯＵＴヘンカンセズ”以外の設定は受信時のＥＯＢ処理に影響を与えません。
“ＩＮ／ＯＵＴヘンカンセズ”設定では、受信時のＥＯＢコ－ドをＩＳＯ設定時は全くそのまま、
ＥＩＡ設定時は受信したＥＯＢコ－ドの数だけＬＦコ－ドをファイルに書き込みます。
詳しくは、２２ペ－ジの、“３．３．３　ＥＯＢコ－ド受信”を参照して下さい。

３．１．１３　リーダー／トレーラー

データファイルの送信の際に、データの先頭にＮＵＬＬコード（００ Ｈｅｘ／フィードホール）、
あるいはＤＥＬＥＴＥコード（ＦＦ Ｈｅｘ／オールマーク）を送信する場合にはリーダーの設定、
データの最後に送信する場合はトレーラーの設定を行います。

最大５１２バイトの長さまで、設定できます。

送信ファイルマークが設定されている場合は、リーダーの後ろにスタート送信ファイルマークが、
トレーラーの前にエンド送信ファイルマークが送信されます。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーでカーソルをリーダーあるいはトレーラーの送信へ移動させると、
文字数の設定ディスプレイとなります。
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＜ステップ＞キーを押すと、リーダー／トレーラーの送信を行うかどうかの設定項目へ戻ります。
＜選択＞キーを押すと、現在表示されている文字数を指定し次のキャラクター設定項目へ進みます。
＜登録＞キーを押すと、数字キーによる文字数の入力となります。最後に＜登録＞キーを押します。
５１２より大きい数を入力した場合は、５１２となります。

リーダーあるいはトレーラーの送信を指定した場合は、キャラクターの設定が必要となります。
ＮＵＬＬコードかＤＥＬＥＴＥコードの設定を行います。

３．１．１４　ファイル拡張子

ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクに、ファイルを書き込む際のファイルネームの拡張子を設定
します。

    “ＮＷＤ”   　：　拡張子として“ＮＷＤ”が付加されます。
     ニューリョク  ：　任意の拡張子をアルファベット入力します。

任意の設定を行う時は、“ニューリョク”を選択します。
“ニューリョク”を選択すると、最初の画面で現在任意設定されている拡張子が二行目に表示されます。
何も表示されない時は、“拡張子なし”を意味します。ここで表示された拡張子で良い時は、
＜選択＞キ－を押します。
変更したい時は、＜登録＞キーを押してアルファベット入力にします。
＜→＞、＜←＞、＜↓＞、＜↑＞キーでカーソルを希望する文字まで進め、＜選択＞キーで入力しま
す。３文字まで入力可能です。＜登録＞キーを押すと、この文字列が拡張子として設定されます。
何も文字を選択しない状態で＜登録＞キ－を押すと、“拡張子なし”が設定されます。
(アルファベット入力機能の詳細は、３．８アルファベット入力　を参照して下さい。)

オートファイルネーム機能を使用した場合、９桁以上のファイルネームの指定が行われると、ここで
指定した拡張子は付加されません。

３．１．１５　Ｍ９８Ｐコマンドの設定

データ送信時に、“Ｍ９８Ｐ”のコマンドラインをそのまま送信するか、サブファイルとしてデータ
に展開して送信するかを設定します。

　    ムコウ　：　Ｍ９８Ｐコマンドラインをそのまま送信します。
　　ユウコウ　：　Ｍ９８Ｐで指定されたファイルのデータをサブファイルとして展開して

送信します。

＜注＞ Ｍ９８Ｐをプログラム中に使用しない時は、ムコウムコウムコウムコウに設定される事をお薦めします。

ユウコウユウコウユウコウユウコウに設定した時は、ファイルの送信開始時、デ－タを送信する前に予めＭ９８Ｐの
　 記述文法が正しいか、指定されたサブプログラムがディスクに存在するかを自動的に

確認します。
此の為、＜送信＞を押してから実際にファイルのデ－タが送信開始されるまで、Ｍ９８Ｐの

　 展開分を含めた、全デ－タ長に比例した時間遅れが生じます。

確認中は、→ 表示部分に ｍｍ が点滅表示されます。

異常が見つかると、“ファイルガ　ミツカリマセン”のエラ－を表示し、
送信を実行しません。
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３．１．１６　バックライト

ディスプレイのバックライトをオフと設定すると、データの入出力が開始されるとバックライトは
消灯します。

バッテリーを使用している時は、オフにしておくと電流の消費が少なくなります。

バックライトをオンとしておいても、３分間キー操作が無い場合は自動的にバックライトは消灯し
ます。バックライトが消灯している場合、何かのキー操作を行うとバックライトは再び点灯します。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーと、＜選択＞キーで選択、設定を行います。
＜↑＞キーを押すと、ファイル拡張子の設定項目へ戻ります。

３．１．１７　日付表示形式

　　ＹＹＭＭＤＤ　：　年月日の表示を行います。
　　ＤＤＭＭＹＹ　：　日月年の表示を行います。
　　ＭＭＤＤＹＹ　：　月日年の表示を行います。

＜→＞、＜↓＞、＜←＞キーと、＜選択＞キーで選択、設定を行います。
＜↑＞キーを押すと、バックライトのオン／オフの設定項目へ戻ります。

３．１．１８　日付／時刻の設定

現在の日付、時刻の表示がされた時、＜登録＞キーを入力すると、再設定が行なえます。
数字キーによる入力です。日付は設定した形式に従って入力します。

数字を入力せずに、＜登録＞のみを入力すると現在表示している値で設定されます。
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３．１．１９　パラメータの登録

パラメータ設定の最後に次の表示がされます。

　　　　
　　　　　

ハ゜ラメータ　トウロク
  　テ゛ィスク　トウロク
    ナイフ゛　トウロク
　　Ｎｏ

“ディスク登録”は、現在のパラメータの内容をディスクにパラメータファイルとして書込みます。
“内部登録”は、現在のパラメーター設定を時計ユニットのＲＡＭ部分に書き込みストアします。
“Ｎｏ”とすると変更された項目は現在は有効ですが、電源を切って、再度、本装置の電源を投入し
た時、変更する以前の設定に戻ります。

“ディスク登録”でディスクに書き込まれるパラメ－タファイルは、特殊なファイルですからＰＣの
エディタ－等では編集出来ません。

本装置は電源投入後、プログラムのスタート時に内部パラメータ登録ファイル(PARMFILE.)が
書き込まれたディスクがセットされていれば、ディスク登録”で書き込まれたパラメータファイルを
読み取る以前に、内部パラメータ登録ファイル(PARMFILE.)中の設定値を自動的に“内部登録”
します。
PARMFILE. ファイルはＰＣのエディタ－等で編集出来るファイルです。
この“内部パラメータ登録ファイル(PARMFILE.)”に関する詳しい資料は、弊社営業担当まで、
お問い合わせ下さい。

本装置は電源投入後、プログラムのスタート時に“ディスク登録”で書き込まれたパラメータ
ファイルが入っているディスクがセットされていれば、そのファイル中の設定値を読み込み、
パラメ－タに設定します。
このディスクがセットされていない時は、内部登録されている値をパラメ－タに設定します。

本装置の使用目的、接続対象に応じて、事前に“ディスク登録”でパラメータ設定を書き込んだ
ディスクを各種準備しておけば、必要に応じてディスクを選ぶことにより、内部に登録されている値
とは別のパラメータの設定が自動的に行われます。

パラメータは、ＭＳ－ＤＯＳフォーマット、ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットいずれのディスクにも
書き込めます。

３．１．２０　パラメータの訂正

パラメータの設定の際、＜選択＞キーで指定した後で設定値の間違いに気付いた場合や、前の項目の
設定を変更したい場合は、＜↑＞キーを押してください。押した回数に従ってディスプレイの表示は
前のパラメータ設定項目へ戻ります。
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３．２　ファイルリスト

この機能は、ディスクにストアされているデータファイルの確認、およびディスクに残っている
スペースのバイト数等の確認に使用されます。

３．２．１　ファイル表示１

ディスプレイがローカルモードレディの表示で＜リスト＞キーを押します。ディスクに登録されてい
る
データファイルがＡＳＣＩＩコード順にソートされ、４データファイル分の情報が順番に表示されて
いきます。

　　　　 ａａａａａａａａ．ａＤＤＤＤＤＤ
ｂｂｂｂｂｂｂｂ．ｂＤＤＤＤＤＤ
ｃｃｃ．ｃｃｃ　　　ＤＤＤＤＤＤ
ｄｄｄｄｄｄ．ｄｄｄＤＤＤＤＤＤ

            　　　ａａａａａａａａ．ａａａ　：　ファイル名
            　　　　　　　　　ＤＤＤＤＤＤ　：　ファイル書き込み日付

＜ステップ＞　：　カーソルが下へ移動します。
カーソルが４行目にある時は、１行スクロールアップし、
カーソルは次のファイルを示します。

＜↓＞　　　　：　カーソルが下へ移動します。
カーソルが４行目にある時は、１行スクロールアップし、
カーソルは次のファイルを示します。

＜↑＞　　　　：　カーソルが上へ移動します。
            　    カーソルが１行目にある時は、１行スクロールダウンし、

カーソルは前のファイルを示します。

＜→＞      　：　５ファイル以上あれば、次の４ファイルを表示し、
カーソルは１行目のファイルを示します。

＜←＞      　：　５ファイル以上あれば、前の４ファイルを表示し、
カーソルは１行目のファイルを示します。

＜登　録＞　　：　カーソルが示すファイルの情報を表示します。（ファイル表示２）

＜停　止＞　　：　ファイルリストを終了し、ディスク情報を表示します。

　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　

ｙｙｙｙｙｙｙｙ．ｙＤＤＤＤＤＤ
ｚｚｚｚｚｚｚｚ．ｚＤＤＤＤＤＤ
＜リスト　エント゛＞
ａａａａａａａａ．ａＤＤＤＤＤＤ

　最後のファイル
  リストエンドの表示
  先頭のファイル

ファイル数が５以上の場合は、ループして表示します。
システム属性のファイル、ヒドゥンファイル、サブディレクトリ名、ディスクラベルの表示は行い
ません。
本装置のシステムプログラム、パラメータファイルはシステム属性で書き込まれています。
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３．２．２　ファイル表示２

　　　　　　
　　　　　　

ａａａａａａａａ．ａａａ
ＹＹ－ＭＭ－ＤＤ　ＴＴ：ＭＭ
テ゛ータスウ：　　　１２３４５
％←↓Ｘ１０００Ｙ３５００←↓Ｚ

　ファイル名（ＭＳ－ＤＯＳフォーマット）
  ファイル書き込み日付、時刻
　ファイルバイト数
  ファイルデータ、“←”＝ＣＲ、“↓”＝ＬＦ

　　　　　　
　　　　　　

ａａａａａａａａａａａａａａａａ
ＹＹ－ＭＭ－ＤＤ　　　Ｃ０１
テ゛ータスウ：　　　１２３４５
％←↓Ｘ１０００Ｙ３５００←↓Ｚ

　ファイル名（ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマッ
  ファイル属性
　　スペース：　単独ファイル
　　Ｃｎｎ　：　マルチボリュームファイル
　　Ｌｎｎ　：　マルチボリュームファイル

＜ステップ＞　：　次のファイルの情報を表示します。
最後のファイルを表示していた時は、先頭のファイルの情報の表示となります。

＜↓＞　　　　：　次のファイルの情報を表示します。
最後のファイルを表示していた時は、先頭のファイルの情報の表示となります。

＜↑＞　　　　：　前のファイルの情報を表示します。
先頭のファイルを表示していた時は、最後のファイルの情報の表示となります。

＜→＞      　：　ファイルデータを次の４行分表示します。先頭の４Ｋバイトと最後の４Ｋバイ
トのデータが表示されます。
ファイルデータの最後のデータを表示していた時は、ファイル情報の最初の表示
に戻ります。

＜←＞      　：　ファイルデータを４行分戻って表示します。
ファイルデータの先頭に戻った時は、ファイル情報の最初の表示に戻ります。
ファイルデータの先頭の表示からは、最後のデータ表示となります。

＜登　録＞　　：　４ファイルネームの表示に戻ります。（ファイル表示１）

＜停　止＞　　：　ファイルリストを終了し、ディスク情報を表示します。

　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　

Ｘ－４０００Ｙ－２５００←↓Ｍ３
０←↓％＜ファイル　エント゛＞
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

  ファイルデータ終了表示

　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　

３００←↓Ｘ１５０Ｙ４６０←↓Ｘ
１８０Ｙ３７０←↓Ｘ２１０Ｙ２５
→→→→→→→→→→→→→→→→
０←↓Ｘ－１００Ｙ－３７０←↓Ｘ

　先頭の４Ｋバイト分のデータ

  区切り表示
　最後の４Ｋバイト分のデータ

表示できるデータは、先頭からの４Ｋバイトと最後の４Ｋバイトのデータです。

ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットのディスクのデータ表示の場合、セクター単位で長さが管理されてい
ますので、データの最後の部分に“■”が表示されることがあります。
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３．２．３　ディスク情報

ファイルリストの最後にディスクの情報が表示されます。

ファイルスウ：ＷＷＷ　（ＸＸＸ）
テ゛ータスウ：　ＹＹＹＹＹＹＹ
　アキエリア：　ＺＺＺＺＺＺＺ
　　　　　テイシキーヲ  オシマス

                          ＷＷＷ  ：　データファイル数
　　　　                （ＸＸＸ）：　残りファイル数
            　　　ＹＹＹＹＹＹＹ　：　トータルデータバイト数
                  ＺＺＺＺＺＺＺ　：　残りバイト数

＜停止＞キーを押すとメインメニューへ戻ります。
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３．３　ファイル受信

受信では２種類の方法があります、すでに登録されているファイルの内容を書き替える場合と、
新たにファイル名を登録して書き込む場合があります。

パラメータでオートファイルネームの設定を行っていれば、オートファイルネームの選択も加わり
ます。

３．３．１　新規ファイル書き込み

受信はローカルモードレディの状態で、＜受信＞キーを押します。

  　　　
　　　　
　　　　

シ゛ュシン　←　ＲＳ２３２Ｃ
ファイルコウシン　：　ステッフ゜
　ニューファイル　：　トウロク
ステッフ゜／トウロクヲ　オシマス

　
　
　  　
　

シ゛ュシン　←　ＲＳ２３２Ｃ 　
ファイルコウシン　：　ステッフ゜
　ニューファイル　：　トウロク
　オート　ネーム　：　センタク

ここで＜登録＞キーを押すとファイル名の入力になります。

最初の入力状態では、ファイル名の入力には数字キーを使用し、最後に＜登録＞キーを押します。

先頭で＜登録＞キーを再度入力すると、アルファベット入力となります。

ファイル名はＭＳ－ＤＯＳフォーマットの場合は“．”を含めて、最大１２桁まで入力できます。
拡張子を入力しなければ、自動的にパラメータで設定された名前となります。
拡張子が“ＮＷＤ”と設定されている場合は、ファイル名を“１２３４５６７８”と入力した場合は、
実際のファイル名は“１２３４５６７８．ＮＷＤ”となります。

ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットのディスクの場合は、最大１６桁の文字が入力できます。

ファイル名の入力の最後に＜登録＞キーを押します。

ファイル名の登録終了後、＜受信＞キーを押すと、データ受信を開始します。（注）

受信のスタートファイルマークが設定されていると、そのコードを受信するまでのデータは無視され
ます。
スタート、エンドファイルマークをデータとしてファイルに書き込むかどうかはパラメータの設定に
よります。

データ受信中は、現在の受信データバイト数と残りの空きエリアのバイト数を表示します。

データ受信は＜停止＞キーを押すと中断させることができます。＜受信＞キーを押すとデータ受信を
再開します。

＜停止＞キーを２回押すと、データ受信は終了します。

受信のエンドファイルマークが設定されていれば、そのコードを受信すると自動的にデータ受信は
終了します。
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受信が終了すると、そのファイル名と、データのバイト数を表示します。
ファイルには、書き込み終了時の日付と時刻が記録されます。

　　注：　プロトコルの設定がＤＣコードの場合は、まずＤＣ１コードを送信してから受信を開始
します。
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３．３．２　ファイル更新

最初に＜受信＞キーを押したら、＜ステップ＞キーを押します。リストファンクションと同様に、
最初はディスク内のデータファイル名と日付４行分表示されます。＜ステップ＞、＜↓＞、＜→＞、
＜↑＞、＜←＞キーでファイル表示とカーソル位置を移動させます。
希望するファイルの位置にカーソルがある時、＜選択＞キー押します。

ファイルリストと同様に、＜登録＞キーにより１ファイル毎の表示に切り替えることもできます。

＜受信＞キーを押すと、新規ファイルと同様にしてデータ受信を開始します。（注）

（３．２のファイルリストの項参照）

受信のスタートファイルマークが設定されていると、そのコードを受信するまでのデータは無視され
ます。
スタート、エンドファイルマークをデータとしてファイルに書き込むかどうかはパラメータの設定に
よります。

データ受信中は、現在の受信データバイト数と残りの空きエリアのバイト数を表示します。

データ受信は＜停止＞キーを押すと中断させることができます。＜受信＞キーを押すとデータ受信を
再開します。

＜停止＞キーを２回押すと、データ受信は終了します。

受信のエンドファイルマークが設定されていれば、そのコードを受信すると自動的にデータ受信は
終了します。

受信が終了すると、そのファイル名と、データのバイト数を表示します。
ファイルには、書き込み終了時の日付と時刻が記録されます。

注：　プロトコルの設定がＤＣコードの場合は、まずＤＣ１コードを送信してから受信を
　　　開始します。
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３．３．３　ＥＯＢコード受信

コード設定がＩＳＯコードでデータを受信した場合は、単独のＣＲコード、ＬＦコード、あるいは
連続するＣＲコード、ＬＦコードを受信すると、ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクのファイルに
は１組のＣＲ＋ＬＦコードを書き込みます。
ＣＲコードあるいはＬＦコードの間のスペースコードが１バイトであれば連続しているものとして
処理されます。

    ＣＲ
    ＬＦ
    ＣＲ＋ＬＦ
    ＣＲ＋ＬＦ＋ＬＦ
    ＣＲ＋ＬＦ＋ＣＲ＋ＬＦ
    ＣＲ＋ＳＰ＋ＬＦ          （ＳＰ＝スペ－スコ－ド＝２０ Ｈｅｘ）

上記のデータを受信した場合、いずれも１組のＣＲ＋ＬＦコードがデータとして書き込まれます。

ＥＩＡコードでデータを受信した場合は、ＬＦコード（８０ Ｈｅｘ）を受信するとＣＲ＋ＬＦコード
をデータとして書き込みます。

ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットのディスクに受信している時は、ＬＦコードがファイルに書き込まれ
ます。

３． １．１２のＥＯＢコ－ドが“ＩＮ／ＯＵＴヘンカンセズ”に設定されていると、ＩＳＯコ－ドで
受信した場合は、受信したＥＯＢコ－ドをそのままファイルに書き込みます。単独、連続に関わらず、
受信したＥＯＢを、受信した数だけ、受信した順にファイルに書き込みます。
なお、ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットのディスクに受信している時は、受信したＥＯＢの数だけＬＦ
コードがファイルに書き込まれます。
ＥＩＡコ－ドで受信した場合は、ＬＦ(８０Ｈｅｘ)を受信すると、単独、連続に関わらず、受信した
数だけＬＦコ－ドをファイルに書き込みます。
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３．３．４　オートファイルネーム

最初に＜受信＞キーを押し、＜選択＞キーを押すとオートファイルネーム機能が有効となります。

この機能を有効とするには、事前にパラメータでオートファイルネームの指定方法を指定しておかな
ければなりません。

    　　　
　　　　　
　　　　　

シ゛ュシン　←　ＲＳ２３２Ｃ
ＡＵＴＯＮＡＭＥ
　アキエリア　：ｘｘｘｘｘｘｘ
　　　シ゛ュシンキーヲ　オシマス

＜受信＞キーを押すと、新規ファイルと同様にしてデータ受信を開始します。（注）

一時的に“ＡＵＴＯＮＡＭＥ”としてファイルがつくられ、データ内でファイルネームが定められる
と、ファイルネームは変更されます。

受信のスタートファイルマークが設定されていると、そのコードを受信するまでのデータは無視され
ます。
スタート、エンドファイルマークをデータとしてファイルに書き込むかどうかはパラメータの設定に
よります。

データ受信中は、現在の受信データバイト数と残りの空きエリアのバイト数を表示します。

　
データ受信は＜停止＞キーを押すと中断させることができます。＜受信＞キーを押すとデータ受信を
再開します。

＜停止＞キーを２回押すと、データ受信は終了します。

受信のエンドファイルマークが設定されていれば、そのコードを受信すると自動的にデータ受信は
終了します。

受信が終了すると、そのファイル名と、データのバイト数を表示します。
ファイルには、書き込み終了時の日付と時刻が記録されます。

　　注：　プロトコルの設定がＤＣコードの場合は、まずＤＣ１コードを送信してから受信を開始
します。
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３．３．５　オートファイルネームの設定方法

使用するファイルネームは、ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクの場合は特定の文字と記号のみが
有効です。

    Ａ～Ｚ　ａ～ｚ　０～９　＄　´　－　＠　｛　｝　～　｀　！　＃　（　）　＆

設定された文字の後のデータがファイルネームとなりますが、“Ｏ”の場合には“Ｏ”とその後の
データがファイルネームとなります。

“％”、“Ｏ”、“ＰＧＭ”、“Ｌ”、“ＤＦＳ，”のいずれかをパラメータで指定した場合。

    例　：　％１０００（“％”を指定し、拡張子が“ＮＷＤ”の場合）
            ファイルネーム　：　１０００．ＮＷＤ

    例　：　Ｌ１２３４５（“Ｌ”を指定し、拡張子が“ＤＡＴ”の場合）
            ファイルネーム　：　１２３４５．ＤＡＴ

ファイルネームで９桁以上を指定した場合は、パラメータで設定された拡張子は使用されず、
９桁目以降のデータが使用されます。最大１１桁まで使用されます。

    例　：　Ｏ１２３４５６７８９（“Ｏ”を指定し、拡張子が“ＤＡＴ”の場合）
            ファイルネーム　：　Ｏ１２３４５６７．８９

    例　：　ＤＦＳ，ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮ
　　　　　　　（“ＤＦＳ，”を指定し、拡張子が“ＮＷＤ”の場合）
            ファイルネーム　：　ＡＢＣＤＥＦＧＨ．ＩＪＫ

“（／”をパラメータで指定した場合。“（／”と“）”の間のデータがファイルネームとなります。

    例　：　Ｎ２０（／ＡＡＡＡＢＢＢＢＣＣＣ）
            ファイルネーム　：　ＡＡＡＡＢＢＢＢ．ＣＣＣ

ファイルネームが設定できない場合、すでに同一ファイルネームのファイルが在る場合は、
“１．ＥＲＲ”、“２．ＥＲＲ”等のファイルネームが順番に使用されます。
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３．３．６　ディスクフルの場合

データの受信を実行中にディスクが一杯になった場合は、自動的にファイルをいったんクローズして、
ディスク交換のメッセージが表示されます。

同一種類のフォーマットのディスクを交換して、＜受信＞キーを押すと同一のファイルネームで、
継続してデータを受信していきます。
ディスクを交換せずに＜停止＞キーを押すと、受信は終了しますが、それまで書き込んだデータは
指定されたファイルネームで存在します。

複数のディスクにまたがって受信したデータは、ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットのディスクの場合に
は、マルチボリュームファイルとして処理されます。送信の際はディスクの順番どうりにセットして
いけば、一つのファイルとして送信されます。

ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクの場合は、各々単独のファイルとして処理されます。
一つのファイルにまとめる必要がある場合は、別のコンピュータ等で行います。

    処理例：

        Ａ：１２３４５．ＮＷＤ                 Ｂ：１２３４５．ＮＷＤ
          （データ前半、ディスクフル）           （データ後半、ディスク空き有り）

        ＣＯＰＹ　Ａ：１２３４５．ＮＷＤ＋Ｂ：１２３４５．ＮＷＤ　Ｂ：５５５５５．ＮＷＤ

    　　ドライブＢ：に“５５５５５．ＮＷＤ”として、１つのファイルに書き込まれます。
        （この場合は、同一ファイル名は使用できません。）
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３．４　ファイル送信

送信には２種類のファイル送信の方法があります。単独のファイルの内容を送信する場合と順番を
指定したリストに従い、複数のファイル（最大２１４ファイル）のデータを送信する場合です。
複数ファイルのためのリストは、新たに作ることもできますし、後で使用するためにディスクにセー
ブしておくこともできます。

　　　　
　　　　　

　　　　　

ソウシン　→　ＲＳ２３２Ｃ
ファイル　センタク：　ステッフ゜
ネームニュウリョク：　トウロク
リスト　ファイル　：　リスト

　ディスプレイ上でのファイル指定
　ファイルネーム入力
  リストファイルによる複数ファイル送信

３．４．１　単独ファイルの送信

単独ファイルの送信では、２種類のデータファイルの指定の方法があります。

ファイルのリストと同様に、データファイルの情報を確認していき、希望のファイルを指定して送信
する。
ファイルネームを入力して、データファイルを送信する。

送信はディスプレイがローカルモードレディの状態で、＜送信＞キーを押します。

次に、＜ステップ＞キーを押すとデータファイルのディスプレイでの選択になります。
ディスプレイには、ファイルのリストと同様にディスクに書き込まれているデータファイルの情報が
表示されます。希望するファイルが表示されるまで、矢印キーを使用してファイルを進めます。
＜登録＞キーで表示方法も変えられます。
希望のファイルをカーソルで示しておいて＜選択＞キーを押します、＜送信＞キーを押すとデータ
送信の開始となります。（注）

＜送信＞キーの後に、＜登録＞キーを押すとファイルネームの入力になります。

最初の画面では、数字キーによる入力です。ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクであれば８桁以内
の数字を入力し、最後に＜登録＞キーを押します。拡張子は自動的にパラメータで設定されたものと
なります。

数字キーによる入力画面の最初に、再度＜登録＞キーを入力するとアルファベット入力画面に変わり
ます。矢印キーでカーソルを進め、＜選択＞キーで文字を指定していきます。最後に＜登録＞キーを
押します。拡張子を入力しなければ、拡張子は自動的にパラメータで設定されたものとなります。

＜送信＞キーを押すとデータの送信を開始します。（注）

送信中に、送信バイト数が表示されますが、パラメータのＥＯＢコードの設定により実際のファイル
の長さと異なる場合があります。

ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットのマルチボリュームファイルの場合は、メッセージに従ってディスク
を順番どうりに交換していきます。
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＜停止＞キーを押してデータ送信を中断することができます。この場合、＜送信＞キーで送信を再開
し、＜停止＞キーを押すと送信を終了します。

　　注：　送信ファイルマークが指定されていれば、ファイルのデータの前と後に、指定のファイ
ルファイルマークのコードが送られます。

　　　　　プロトコルがＤＣコードあるいはＮＣの設定の場合は、ＤＣ１コードを受信すると送信
を開始します。
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３．４．２　連続ファイル送信 － 新規

新しい連続ファイルのリストを作り、連続ファイルのデータを送信するためには、＜送信＞キーを
押してから、＜リスト＞キーを押します。

ソウシン　リスト　ファイル
リスト　サクセイ　：　ステッフ゜
リスト　ソウシン　：　センタク
ステッフ゜／センタクヲ　オシマス

  リストファイルの作成と送信
　ストアされているリストファイルによる送信

＜ステップ＞キーを押すと、ファイルのリストと同様にＡＳＣＩＩコード順にファイルの情報が表示
されます。
指定されているファイルには、その行の後ろに順番を示す番号も表示されます。

    ＜↓＞　　　    ：　カーソルを次のファイルへ移動。
    ＜↑＞　　　    ：　カーソルを前のファイルへ移動。
　　＜→＞　　　　  ：　次の４ファイルを表示、カーソルは１行目。
    ＜←＞　　　　　：　前の４ファイルを表示、カーソルは１行目。
    ＜登　録＞　　　：　カーソルが示しているファイルのデータ表示。
    ＜選　択＞　　　：  カーソルが現在示しているファイルを指定。

＜↓＞、＜↑＞、＜→＞、＜←＞、＜登録＞キーを使用して希望するファイル情報をディスプレイに
表示させていき、希望ファイルにカーソルを移動させておき＜選択＞キーを押すとリストに登録され
ます。順番を示す番号とファイルデータが表示されます。
最大３９ファイルまで登録できます。＜注４＞＜注５＞参照
同一ファイルを複数回指定した場合は、最後の番号が表示されます。

ファイル指定の後、＜ステップ＞キーあるいは＜選択＞キーを押すとファイル情報の表示に戻ります。
＜ステップ＞キーを押した場合は指定したファイルの次から表示、＜選択＞キーの場合には指定した
ファイルからの表示に戻ります。

同様にして＜↓＞、＜↑＞、＜→＞、＜←＞、＜登録＞、＜選択＞キーで以降の送信ファイルの
リストを作成します。

リストへの登録が終了したら、＜送信＞キーを押すとリストの順番に従いデータの送信を開始します。

＜注１＞
連続ファイル送信では、各々のファイル内の“％”､“Ｍ０２”､“Ｍ３０”の各ラインは送信しませ
ん。送信デ－タのファイルマ－クスタ－トとエンドはパラメ－タの送信ファイルマ－クを、予め設定
しておいて下さい。＜注６＞参照

＜注２＞
データの送信が終了したとき、＜登録＞キーを押すと現在の連続ファイル送信のためのリストが
ディスクへ書き込まれます。
“ＯＵＴ＿ＬＩＳＴ．”というシステム属性のファイルで登録されます。＜注４＞参照

＜注３＞
データの送信をしないで＜停止＞キ－を押して終了したとき、＜登録＞キーを押すと作成した連続
ファイル送信のためのリストがディスクへ書き込まれます。“ＯＵＴ＿ＬＩＳＴ．”というシステム
属性のファイルで登録されます。＜注５＞参照
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３．４．３　連続ファイル送信 － 登録済

すでにディスクに書き込まれた連続ファイル送信のためのリストを使用して、データを送信する場合
は、＜送信＞キー、＜リスト＞キーを押してから、＜選択＞キーを押します。
＜送信＞キーを押すと、データの送信を開始します。（注）

　　注：　送信ファイルマークが指定されていれば、最初のファイルのデータの前と、最後のファ
イルのデータの後に、指定のファイルマークのコードが送られます。

プロトコルがＤＣコードあるいはＮＣの設定の場合は、ＤＣ１コードを受信すると送信を
開始します。
連続ファイル内の“％”、“Ｍ０２”、“Ｍ３０”の行は送信しません。パラメータの
送信ファイルマークで設定しておいてください。

＜注４＞
システムプログラムのバ－ジョンがＶ.５２６以降では、連続ファイルに登録出来るファイル数が
２１４に増えています。又、ＯＵＴ＿ＬＩＳＴ．ファイルがシステム属性ではなく、通常ファイルと
して登録されますから登録内容を＜リスト＞で確認出来ます。但し、以前のバ－ジョンで登録された
システム属性のファイルも登録済ファイルによる送信に有効です。

＜注５＞
システムプログラムのバ－ジョンがＶ.５２６以降では、ＯＵＴ＿ＬＩＳＴ．ファイルがシステム属性
ではなく、通常ファイルですからパソコンのエディタ－などで予め送信スケジュ－ルを作り、
ＯＵＴ＿ＬＩＳＴ．のファイル名でディスクに登録しておくことが出来ます。スケジュ－ルに登録す
るファイルは、ＮＵＬＬ、スペ－ス、ＣＲーＬＦの何れかで区切る必要が有ります。

＜注６＞
お客様のご要望により、“Ｍ０２”､“Ｍ３０”行は送信し、“％”行のみ送信しない仕様も可能です。
弊社営業担当まで、お問い合わせ下さい。
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３．４．４　サブファイル機能

プログラムのデータのなかで別のファイル名を指定しておくと、データ送信の際にそのラインの位置
に、指定されたファイルのデータを送信することができます。

指定の方法は、ラインのデータを”＊－ＸＸＸＸＸＸＸＸ．ＸＸＸ”とします。
ＸＸＸＸＸＸＸＸ．ＸＸＸが指定するファイル名です。指定されたファイルのデータを送信し終ると、
元のファイルに戻り、＊－行の次行のデータから継続して送信します。

これらサブファイルに使用するファイルは、必ず同一ディスクに書き込んでください。

指定されたサブファイル内で、さらにサブファイルを指定することができます。
８重までサブファイルを指定することができます。

      可能：　メインプログラム　＞　サブファイル
      可能：　メインプログラム　＞　サブファイル１　＞　サブファイル２
      可能：　メインプログラム　＞　サブファイル１　＞－－－－－－－＞　サブファイル８
      不可：　メインプログラム　＞　サブファイル１　＞－－－－－－－＞　サブファイル９

サブファイル　例：

　　＜１２３．ＮＷＤ＞　　　　　　　＜８８８．ＮＷＤ＞　　　　　　＜９９９．ＮＷＤ＞

　　　　ＡＡＡＡ　　　　　　　　　　　　ＳＳＳＳＳＳ　　　　　　　　　ＶＶＶＶＶＶ
　　　　ＢＢＢＢ　　　　                ＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　　　ＷＷＷＷＷＷ
　　　　＊－８８８．ＮＷＤ              ＵＵＵＵＵＵ
    　　ＣＣＣＣ
    　　ＤＤＤＤ
    　　＊－９９９．ＮＷＤ
    　　ＥＥＥＥ
    　　＊－８８８．ＮＷＤ
        ＦＦＦＦ

　　１２３．ＮＷＤのファイルを送信すると、以下のようなデータを送信します。

    　　ＡＡＡＡ
    　　ＢＢＢＢ
    　　ＳＳＳＳＳＳ          ・
　　　　ＴＴＴＴＴＴ            　　８８８．ＮＷＤ
    　　ＵＵＵＵＵＵ          ・
    　　ＣＣＣＣ
    　　ＤＤＤＤ
    　　ＶＶＶＶＶＶ          ・　  ９９９．ＮＷＤ
    　　ＷＷＷＷＷＷ          ・
    　　ＥＥＥＥ
    　　ＳＳＳＳＳＳ          ・
　　　　ＴＴＴＴＴＴ                ８８８．ＮＷＤ
    　　ＵＵＵＵＵＵ          ・
    　　ＦＦＦＦ

　　注：１．サブファイル内の“％”、“Ｍ０２”、“Ｍ３０”の行は送信されません。
　　　　２．Ｖ.５３２以降のシステムでは、“Ｏナンバ－”行も送信されません。
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サブファイル機能は、ＦＡＮＵＣリモートモードでも使用できます。

パラメータのコード設定が“トランスペアレント”の場合は、サブファイル機能は無効となり、
データはそのまま送信されます。

＊ －で指定されたサブファイルの指定が正しく、指定されたファイルがディスクに存在するかを確
認するためには、インターフェイスをＲＳ－２３２Ｃ、プロトコル設定をＸ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ或い
はレディ／ビジーにしておき、インターフェイスのコネクターにケーブルを接続せずに送信を実行さ
せてみてください。(下記のＭ９８Ｐでは自動的に確認動作をします。)

注： V.926以降のシステムでは、＊－の確認も下記注７に従って、Ｍ９８Ｐに関する確認動作と同時
    に実行されます。Ｍ９８Ｐ設定が無効の場合は、＊－も確認されません。御注意下さい。

３．４．５　Ｍ９８Ｐ

パラメータで“Ｍ９８Ｐ”の設定を有効としていると、送信時にデータ内の“Ｍ９８Ｐ”で指定され
たファイルはサブファイルとして、そのラインの代わりにそのファイル内のデータが送信されます。
繰り返しの回数指定も有効となります。

　Ｍ９８Ｐａａａａ “Ｏａａａａ”を１回送信。ａａａａは先行する０を省略可能。
　Ｍ９８ＰａａａａＬｎｎｎｎ“Ｏａａａａ”をｎｎｎｎ回送信。何れも先行する０を省略可能。
　Ｍ９８Ｐｎｎｎｎａａａａ “Ｏａａａａ”をｎｎｎｎ回送信。ａａａａは４桁固定。ｎｎｎｎは

先行する０を省略可能。

例えば、
　Ｍ９８Ｐ５　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ “Ｏ０００５”を一回送信します。

　Ｍ９８Ｐ１０５　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ “Ｏ０１０５”を一回送信します。

　Ｍ９８Ｐ７０００５ (又は、Ｍ９８Ｐ５Ｌ７)　・・・・・ “Ｏ０００５”を７回送信します。

　Ｍ９８Ｐ１２３０１０５ (又は、Ｍ９８Ｐ１０５Ｌ１２３) “Ｏ０１０５”を１２３回送信します。

　注：１．呼び出すファイル名の先頭には“Ｏ”が付加され、拡張子は付きません。
呼び出されるファイル名は必ず、“Ｏａａａａ．”である必要が有ります。

　　　２．呼び出されるサブファイルの終わりは、“％”行の前に“Ｍ９９”行が必要です。
　　　３．サブファイル指定のファイル名ａａａａは、上記のように先行する０を省略出来ます。
　　　４．繰り返し回数指定は、最大４桁までの数字。先行する０を省略可能です。
　　　５．８重までのサブファイル指定が可能です。
　　　６．サブファイル内の“％”、“Ｍ０２”、“Ｍ３０”の行は送信されません。

７． Ｍ９８Ｐの設定が有効である場合は、デ－タの送信を始める前に予めＭ９８Ｐの記述文法
が正しいか、呼び出されるファイルがディスクに存在するかを自動的に確認します。
此の為、＜送信＞を押してから実際にデ－タが送信されるまで、デ－タの長さに比例した
時間遅れが生じます。異常が見つかるとメッセ－ジを表示し、送信を実行しません。

　　　８．Ｖ.５３２以降のシステムでは、“Ｏナンバ－”行も送信されません。

お客様のご要望により、“Ｍ０２”､“Ｍ３０”行は送信し、“％”行のみ送信しない仕様も可能です。
弊社営業担当まで、お問い合わせ下さい。
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３．５　ファイル削除

シングルファイルの削除と、全てのデータファイルの削除ができます。

３．５．１　シングルファイル削除

＜削除＞キーを押し、＜ステップ＞キーを使用してファイルリストファンクションと同様にファイル
情報を表示させ、カーソルを削除を希望するファイルまで進めます。
＜選択＞キーを押し、＜削除＞キーを押すとファイルは削除されます。

＜削除＞キーを押し、＜登録＞キーを押すと、削除するファイルネームの入力となります。

最初の画面では、数字キーによる入力です。ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクであれば８桁以内
の数字を入力し、最後に＜登録＞キーを押します。拡張子は自動的にパラメータで設定されたものと
なります。

数字キーによる入力画面の最初に、再度＜登録＞キーを入力するとアルファベット入力画面に変わり
ます。矢印キーでカーソルを進め、＜選択＞キーで文字を指定していきます。最後に＜登録＞キーを
押します。拡張子を入力しなければ、拡張子は自動的にパラメータで設定されたものとなります。

＜削除＞キーを押すとファイルは削除されます。

３．５．２　全データファイル削除

＜削除＞キーを３回押すと、全てのデータファイルが削除されます。

ファイルの属性が、ヒドゥンファイル、リードオンリーファイル、システムファイルのいずれかに
該当するファイルは削除されません。
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３．６　コピー

コピーの機能には、単独あるいは全てのデータファイルを別ディスクへコピーするファイルコピーと、
本装置のシステムプログラムを書き込むシステムコピーがあります。

システムプログラムをコピーする機能は、本装置のシステムプログラムのバックアップを作製す
る場合に使用します。

３．６．１　シングルファイルコピー

＜コピー＞キーを押し、矢印キーと＜選択＞キーを使用して、ファイルコピーを選択します。

ファイルネームを表示させながらファイルを指定するには、＜ステップ＞キーを押し、ファイルリス
トファンクションと同様にファイル情報を表示させ、カーソルをコピーを希望するファイルまで進め
ます。
＜選択＞キーを押し、＜コピー＞キーを押すとファイルを読み込みます。

＜登録＞キーを押すと、コピーするファイルネームの入力となります。

最初の画面では、数字キーによる入力です。ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクであれば８桁以内
の数字を入力し、最後に＜登録＞キーを押します。拡張子は自動的にパラメータで設定されたものと
なります。

数字キーによる入力画面の最初に、再度＜登録＞キーを入力するとアルファベット入力画面に変わり
ます。矢印キーでカーソルを進め、＜選択＞キーで文字を指定していきます。
最後に＜登録＞キーを押します。拡張子を入力しなければ、拡張子は自動的にパラメータで設定され
たものとなります。

＜コピー＞キーを押すと指定されたファイルを読み込みます。

ファイルの読み込みが終わると、ディスク交換の指示が表示されますので、書き込み用のディスクを
セットしてから＜コピー＞キーを押します。

３．６．２　オールファイルコピー

＜コピー＞キーを押し、矢印キーと＜選択＞キーを使用して、ファイルコピーを選択します。

再度、＜コピー＞キーを押すとオールファイルコピーとなります。

コピーの対象となるディスクをセットし、＜コピー＞キーを押します。
この後はディスプレイの指示に従い、書き込むためのディスクと交互に交換してセットします。
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３．６．２　システムコピー

＜コピー＞キーを押し、＜選択＞キーでシステムコピーを選択します。
システムを書き込むためのフォーマットされたディスクをセットし、＜コピー＞キーを押します。

本装置のシステムコピーを行うと十数ファイル使用されシステム、ヒドゥン、リードオンリー
ファイルとして書き込まれます。
ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのディスクにのみ、システムコピーは実行出来ます。
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３．７　ディスク初期化

新しいディスクは、データディスクとして使用する前にフォーマットをしておく必要があります。
フォーマットを行うためには、＜初期化＞キーを押します。次にフォーマットを行うディスクの種類
に応じて、矢印キーと＜選択＞キーで、フォーマットの種類の選択を行います。

新しいディスクをセットし、＜初期化＞キーを押すと実行を開始します。

　　フォーマットの種類

タイプ ディスク容量 最大ファイル数

２ＤＤ ７３０,１１２ バイト １１２ ファイル
２ＨＤ（１．４Ｍ） １,４５７,６６４ バイト ２２４ ファイル
２ＨＤ（１．２Ｍ） １,２５０,３０４ バイト １９２ ファイル
ＰＧ－２ＨＤ ９７１,７６６ バイト １７５ ファイル

ディスクの種類（２ＤＤ／２ＨＤ）と、必要なフォーマットを正確に選んでください。

注：　使用中のディスクにディスクフォーマットを実行すると、全てのデータは削除されます。
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３．８　アルファベット入力

ファイルネームのキ－入力を選択したときの、最初のディスプレイの表示は　下のようになります。

ファイル　ネーム　ニュウリョク
　

この状態では、数字キーによる数字のファイルネーム入力です。

最初に＜登録＞キーを押すと、下のようなアルファベット入力に変わります。
(又は、拡張子のアルファベット入力を選択したときの最初のディスプレイの表示は、下のようになり
ます。拡張子入力では、“カクチョウシ　ニュウリョク”の表示です。)

ファイル　ネーム　ニュウリョク
　
ＯＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＰ
０１２３４５６７８９ＱＲＳＴＵＶ

カーソルの最初は“Ｏ”の位置です。＜←＞、＜→＞、＜↑＞、＜↓＞キーを使用して希望の文字ま
でカーソルを進め、＜選択＞キーを押すとその文字が入力され、二行目に文字列として表示されます。

          　ＯＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＰ
          　０１２３４５６７８９ＱＲＳＴＵＶ
            ＷＸＹＺ（）－＠＾＿｀｛｝～！＃
            ＄％＆´．

ディスプレイの下二行には、上記の４行の内の２行がスクロールしながら表示されます。

同様にして必要な文字を指定し、入力していきます。

＜削除＞キーを押すと、入力した文字を表示している二行目の文字列の、右端の文字が削除されます。

最後に＜登録＞キーを押すと、入力した文字を表示している二行目の文字列が、ファイルネームとし
て確定し (或は、拡張子として確定し) 入力が終了します。
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４．インターフェイス

本装置では２種類のインターフェイスが使用できます。
ＲＳ－２３２Ｃシリアルインターフェイスと、カレントループインターフェイス（オプション）です。

４．１　Ｖ．２４／ＲＳ－２３２Ｃシリアルインターフェイス

    データビット　：　８ビット (注１)
    ストップビット：　１、２ビット (パラメ－タ設定に依ります。)
    パリティ　　　：　なし (注１)
    プロトコル　　：　レディ／ビジー、Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ、ＤＣコード、ＮＣ
    ボーレート　　：　１５０、３００、６００、１,２００、２,４００、４,８００、
            　　　　　９,６００、１９,２００ボー
    コネクター　　：　Ｃａｎｎｏｎ　ＤＢタイプ、　９ピン、雄、インチネジ
    　　　　　　　　　Ｃａｎｎｏｎ　ＤＢタイプ、２５ピン、雌、インチネジ

９ピンコネクター    ピン配列

 　信号方向　　　ピン番号　 ＲＳ－２３２Ｃ・信号名   　　 ファシット信号名

　　　Ｉｎ　　　　　１　　　ＣＤ　　　キャリー検出　　　　レディ／ビジー受信２ (注２）
　　　Ｉｎ　　　　　２　　　ＲＤ　　　受信データ　　　　　受信データ
　　　Ｏｕｔ　　　　３　　　ＴＤ　　　送信データ　　　　　送信データ
　　　Ｏｕｔ　　　　４　　　ＲＴＳ　　送信要求　　　　　　レディ／ビジー送信　（注３）
　　　　　　　　　　５　　　ＳＧ　　　信号用グランド　　　信号用グランド
　　　Ｉｎ　　　　　６　　　ＤＳＲ　　データセットレディ　レディ／ビジー受信１（注２）
　　　Ｏｕｔ　　　　７　　　ＤＴＲ　　データ端末レディ　　（正常動作時、常にＨｉｇｈ）
　　　Ｉｎ　　　　　８　　　ＣＴＳ　　送信可　　　　　　　レディ／ビジー受信０（注２）
　　　Ｉｎ　　　　　９　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋２４Ｖ　ＤＣ外部電源

２５ピンコネクター　　ピン配列

 　信号方向　　　ピン番号　 ＲＳ－２３２Ｃ・信号名　　　  ファシット信号名

　　　　　　　　　　１　　　ＦＧ　　　保安用グランド　　　　(非接続)
　　　Ｏｕｔ　　　　２　　　ＴＤ　　　送信データ　　　　　送信データ
　　　Ｉｎ　　　　　３　　　ＲＤ　　　受信データ　　　　　受信データ
　　　Ｏｕｔ　　　　４　　　ＲＴＳ　　送信要求　　　　　　レディ／ビジー送信　（注３）
　　　Ｉｎ　　　　　５　　　ＣＴＳ　　送信可　　　　　　　レディ／ビジー受信０（注２）
　　　Ｉｎ　　　　　６　　　ＤＳＲ　　データセットレディ　レディ／ビジー受信２（注２）
　　　　　　　　　　７　　　ＳＧ　　　信号用グランド　　　信号用グランド
　　　Ｉｎ　　　　　８　　　ＣＤ　　　キャリー検出　　　　レディ／ビジー受信１（注２）
　　　Ｏｕｔ　　　２０　　　ＤＴＲ　　データ端末レディ　　（正常動作時、常にＨｉｇｈ）
　　　Ｉｎ　　　　２５　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋２４Ｖ　ＤＣ外部電源

９ピンコネクターと２５ピンコネクターの各信号は内部で接続されています。
レディ／ビジー受信１、レディ／ビジー受信２の信号配置が、９ピンコネクタ－と２５ピンコネ
クタ－では同じＲＳ－２３２Ｃ信号名に対し違っていますので、これらの信号を使用する場合は、
ご注意下さい。特にリモ－トのアラ－ムリセット処理に関っている信号ですから、
ケ－ブルの配線には、十分な配慮をお願いします。
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注１：デ－タビットレングスは８ビット、ハ－ドウェアパリティは無しに固定されています。
お客様のご要望により、７ビットレングス、奇数又は偶数ハ－ドウェアパリティ仕様
も可能です。弊社営業担当まで、お問い合わせ下さい。

注２：内部で＋５Ｖによりプルアップ。配線されていない場合は常にＨｉｇｈ。
いずれかにＬｏｗ信号が入力されると、送信はしません。

注３：レディ／ビジ－送信(４番ピン)信号は、データ入出力のファンクションの実行が開始され
るとＨｉｇｈとなり、ファンクション終了後、Ｓｔｏｐキーを押してレディ状態に戻る
時点でＬｏｗとなります。レディ／ビジー・プロトコルが選択されていればデータ受信
の際にビジー状態が発生すると、その間信号はＬｏｗとなります。

リモ－トモ－ド時はコマンド待機中でも、常にＨｉｇｈです。

注４：ＤＴＲ (デ－タ端末レディ・９ピンコネクタ－の７番ピン、２５ピンコネクタ－の２０
番ピン) 信号はロ－カルモ－ドでは、システムが立ち上がった後は常にＨｉｇｈです。
リモ－トモ－ドでは、エラ－発生時Ｌｏｗになり、リセットされるとＨｉｇｈに戻り
ます。エラ－のリセットは、レディ／ビジ－受信１ (９ピンコネクタ－の６番、２５ピン
コネクタ－の８番ピン)信号をＬｏｗにします。
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４．２　カレントループインターフェイス （オプション）（オプション）（オプション）（オプション）

２０ｍＡ、パッシブ（受動）

送信信号　(ＨＣＰＬ４１００を使用)

　　送信データ（ＴＤ）
　　受信用ステータス信号（レディ／ビジーレベル）

受信信号　(ＨＣＰＬ４２００を使用)

　　受信データ（ＲＤ）
　　送信用ステータス信号（レディ／ビジーレベル）

　　　　４種類のループが使用できます。

    ステータス信号：　カレントまたはノーカレント＝レディ（パラメータ設定による）
    データビット　：　８ビット
    ストップビット：　１、２ビット （パラメータ設定による）
    パリティ　　　：　なし
    プロトコル　　：　レディ／ビジー、Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ、ＤＣコード、ＮＣ
    ボーレート　　：　１５０、３００、６００、１,２００、２,４００、４,８００、
            　　　　　９,６００、１９,２００ボー
    コネクター　　：　Ｃａｎｎｏｎ　ＤＢタイプ、２５ピン、雌、インチネジ

    ピン配列

　　信号方向    　電流方向　　　ピン番号　　　　　信号名

　　　　　　　　　　　＋　　　　　　１４
　　　Ｉｎ 受信データ 　　                  　      　　
　　　　　　　　  　　－　　　      １５

　　　　　　　　  　　＋　　　　　　１３
  　　Ｉｎ 送信用ステータス（送信可）
　　　　　　　　  　　－　　　      １８

　　　　　　 　 　　　＋　　　　　　１６
      Ｏｕｔ 送信データ
　　　　　　　 　 　　－　　　      １７

　　　　　　 　 　　　＋　　　　　　１９
  　　Ｏｕｔ 受信用ステータス（レディ／ビジー）
　　　　　　　 　 　　－　　　      ２３
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４．３　インターフェイス部
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５．プロトコル

シリアルインターフェイスの送受信に、４種類のプロトコルが使用できます。

ａ：　ハードウェア（レディ／ビジー）制御
ｂ：　Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ制御
ｃ：　ＤＣコード－ＮＣ（Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ）制御
ｄ：　ＮＣ制御

５．１　ハードウェア（レディ／ビジー）制御

データ受信

ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスでは、４ピンのＲＴＳ信号で本装置の状態を示します。
Ｈｉｇｈであればレディを、Ｌｏｗであればビジー状態を示します。
データ受信終了後、＜停止＞キーを押してレディ状態に戻る時点でＲＴＳ信号はＬｏｗとなります。

カレントループでは、受信用ステータスでレディまたはビジーの状態を示します。
カレントでレディか、ノーカレントでレディかはパラメーターの設定によります。

データ送信

ＲＳ－２３２Ｃシリアルインターフェイスでは、１ピン（ＣＤ信号）、６ピン（ＤＳＲ信号）および
８ピン（ＣＴＳ信号）でホストの状態を確認してからデータの送信を行います。
いずれかのピンにＬｏｗ信号が入力されるとデータ送信は中断します。
４ピンのＲＴＳ信号は、ロ－カルモ－ドのデータ入出力のファンクションの実行が開始されると、
Ｈｉｇｈとなり、ファンクション終了後、＜停止＞キーを押してレディ状態に戻る時点でＬｏｗと
なります。

カレントループでは、送信用ステータスでホストの状態を確認します。
カレントでレディか、ノーカレントでレディかはパラメーターの設定によります。
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５．２　Ｘ－ＯＮ／Ｘ－ＯＦＦ制御

データ受信

データ受信の中断をしたい場合は、Ｘ－ＯＦＦコード（ＤＣ３コード：注）を送信します。
Ｘ－ＯＮコード（ＤＣ１コード、１１Ｈｅｘ）を送信し、データ受信を再開します。

データ送信

データ送信の際、ただちにデータの送信を開始します。
ＲＳ－２３２Ｃシリアルインターフェイスでは、１ピン（ＣＤ信号）、６ピン（ＤＳＲ信号）および
８ピン（ＣＴＳ信号）でホストの状態を確認してからデータの送信を行います。いずれかのピンに
Ｌｏｗ信号が入力されるとデータ送信は中断します。
Ｘ－ＯＦＦコード（ＤＣ３コード：注）を受信すると、データ送信を中断します。
Ｘ－ＯＮコードを受信すると、データの送信を再開します。

    注：　Ｘ－ＯＦＦコードを送信する場合、コード設定がＩＳＯ、ＥＩＡのとき９３Ｈｅｘ、
トランスペアレントのときはパラメータの設定により、１３Ｈｅｘまたは９３Ｈｅｘと
なります。

Ｘ－ＯＦＦコードを受信する場合は、１３Ｈｅｘあるいは９３Ｈｅｘのいずれのコードで
もＸ－ＯＦＦコードとして認識します。
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５．３　ＤＣコード制御

データ受信

データ受信の際、まずＸ－ＯＮコード（ＤＣ１コード、１１Ｈｅｘ）を送信し、受信を開始します。
データ受信の中断をしたい場合は、Ｘ－ＯＦＦコード（ＤＣ３コード：注）を送信します。
Ｘ－ＯＮコードを送信し、データ受信を再開します。

データ送信

データ送信の際、Ｘ－ＯＮコード（ＤＣ１コード、１１Ｈｅｘ）を受信してからデータの送信を開始
します。
ＲＳ－２３２Ｃシリアルインターフェイスでは、１ピン（ＣＤ信号）、６ピン（ＤＳＲ信号）および
８ピン（ＣＴＳ信号）でホストの状態を確認してからデータの送信を行います。いずれかのピンに
Ｌｏｗ信号が入力されるとデータ送信は中断します。
Ｘ－ＯＦＦコード（ＤＣ３コード：注）を受信すると、データ送信を中断します。
Ｘ－ＯＮコードを受信すると、データの送信を再開します。

    注：　Ｘ－ＯＦＦコードを送信する場合、コード設定がＩＳＯ、ＥＩＡのとき９３Ｈｅｘ、
トランスペアレントのときはパラメータの設定により、１３Ｈｅｘまたは９３Ｈｅｘとな
ります。

Ｘ－ＯＦＦコードを受信する場合は、１３Ｈｅｘあるいは９３Ｈｅｘのいずれのコードで
もＸ－ＯＦＦコードとして認識します。
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５．４　ＮＣ制御

データ受信の場合はレディ／ビジー制御を、データ送信の場合はＤＣコード制御を使用します。

データ受信

ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスでは、４ピンのＲＴＳ信号で本装置の状態を示します。
Ｈｉｇｈであればレディを、Ｌｏｗであればビジー状態を示します。
データ受信終了後、Ｓｔｏｐキーを押してレディ状態に戻る時点でＲＴＳ信号はＬｏｗとなります。

カレントループでは、受信用ステータスでレディまたはビジーの状態を示します。
カレントでレディか、ノーカレントでレディかはパラメーターの設定によります。

データ送信

データ送信の際、Ｘ－ＯＮコード（ＤＣ１コード、１１Ｈｅｘ）を受信してからデータの送信を開始
します。
ＲＳ－２３２Ｃシリアルインターフェイスでは、１ピン（ＣＤ信号）、６ピン（ＤＳＲ信号）および
８ピン（ＣＴＳ信号）でホストの状態を確認してからデータの送信を行います。いずれかのピンに
Ｌｏｗ信号が入力されるとデータ送信は中断します。
Ｘ－ＯＦＦコード（ＤＣ３コード：注）を受信すると、データ送信を中断します。
Ｘ－ＯＮコードを受信すると、データの送信を再開します。

    注：　Ｘ－ＯＦＦコードを受信する場合は、１３Ｈｅｘあるいは９３Ｈｅｘのいずれのコード
でもＸ－ＯＦＦコードとして認識します。
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６．仕　様
６．１　機　能
６．１．１　ローカルモード

  ・ファイル受信
        受信データによるオートファイルネーム機能。
        数字キー入力あるいは、アルファベットのファイルネーム、拡張子指定可能。
        指定のない場合は、拡張子の自動設定。
        データ内容を確認しての上書きファイル指定可能。
        ファイルに日付、時刻のタイムスタンプ書き込み。
        書き込みデータの先頭、終了コード設定可能。
        ＩＳＯ、ＥＩＡコードをＡＳＣＩＩコードで書き込み。
        バイナリーデータの受信可能。

ＦＡＰＴデータの受信可能。
        ディスクフル時のファイル分割書き込み。
        ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットではマルチボリューム管理。
        使用ディスクのフォーマットの自動判定。

  ・ファイル送信
        データ内容を確認してのファイル指定可能。
        数字キー入力あるいは、アルファベットのファイルネーム、拡張子指定可能。
        指定のない場合は、拡張子の自動設定。
        送信データに先頭、終了コード付加可能。
        リーダー、トレーラーの付加可能。
        サブファイル指定による送信可能（８重の指定まで可能）。
        ＡＳＣＩＩデータを、ＩＳＯ、ＥＩＡコードで送信。
        ＩＳＯコード送信時、ラインターミネータ（ＥＯＢコード）の各種設定。
        バイナリーデータの送信可能。

ＦＡＰＴデータの送信可能。
        ファイルの順番指定による複数ファイルの連続送信可能（最大２１４ファイル可能）。
        連続ファイル送信のリストをディスク登録可能。
        ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマットのマルチボリュームファイル対応。
        使用ディスクのフォーマットの自動判定。

  ・ファイルリスト
        ファイルネームと書き込み日付と時刻、バイト数の表示。
        データ内容の表示（先頭より８Ｋバイトまで可能）。
        ディスクのデータファイル総数と登録可能なファイル数の表示。
        書き込みデータ総数と残り容量の表示。

  ・コピー（他のディスクへのファイルコピー）
        データ内容を確認してのファイル指定可能。
        数字キー入力あるいは、アルファベットのファイルネーム、拡張子指定可能。
        指定のない場合は、拡張子の自動設定。
        オールデータファイルのコピー可能。
        異なるフォーマットディスク間のコピーも可能
　　　　（ＭＳ－ＤＯＳフォーマット、ＰＧフォーマット間も可能）
        本装置のシステムプログラムのディスクへの書き込み。
　　　　（ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのみ）
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  ・ファイル削除
        データ内容を確認してのファイル指定可能。
        数字キー入力あるいは、アルファベットのファイルネーム、拡張子指定可能。
        指定のない場合は、拡張子の自動設定。
        オールデータファイルの削除。

  ・ディスク初期化
        ＭＳ－ＤＯＳフォーマット　       ２ＤＤ（７２０Ｋ）、２ＨＤ（１．４Ｍ、１．２Ｍ）
        ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマット     ２ＨＤ（９５０Ｋ：１７５ファイル）

  ・パラメータ
        内部登録可能（電源を切ってもデータ保持）。
        ディスク登録可能。
        電源オン時に、ディスクよりのパラメータ読み込み可能。

６．１．２　リモートモード
　　　　　（ＦＡＮＵＣ Ｈａｎｄｙ Ｆｉｌｅプロトコル）

  ・ファイル送信（サブファイル機能使用可能）。
  ・ファイル受信。
・ ファイルの頭出し（６種類可能）。
・ 指定ファイルの削除。
・ 全ファイルの一括削除。
・ ディレクトリ情報の出力（２種類可能）。
・ ステータス情報の出力。
・ ディスク種類の出力。
・ ディスク残量の出力。
・ ファイルプロテクトの設定／解除。
・ ファイルリネーム。
・ モード切り替え（コードデータ／バイナリデータ）。
・ ディスクの初期化。
・ ステータス情報のクリア。

    ＦＡＮＵＣ－ＰＧフォーマット、ＭＳ－ＤＯＳフォーマットのいずれのディスクでも可能。

注１： 上記機能は同時に実行できない組み合わせもあります。
注２： ＦＡＮＵＣ Ｈａｎｄｙ Ｆｉｌｅ プロトコルに準拠していますが、ご使用の際には

予め弊社営業まで御相談下さい。

６．１．３． ＢＲＯＴＨＥＲ (オプション)
オプションで可能です。弊社営業までお問い合わせ下さい。

６．１．４． ＦＡＣＩＴ
詳細は、弊社営業まで御相談下さい。

６．１．５． ＨＥＩＤＥＮＨＡＩＮ （オプション）
オプションで可能です。弊社営業までお問い合わせ下さい。

６．１．６． ＭＡＺＡＫマザトロール（T/M2,T/M32）（オプション）
オプションで可能です。弊社営業までお問い合わせ下さい。
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６．２ 機器仕様

ディスクタイプ ３½インチ ＭＳ－ＤＯＳフォーマット
ＦＡＮＵＣｰＰＧ　フォーマット

２ＤＤ、２ＨＤ
２ＨＤ

ディスクフォーマット ２ＤＤ：　　７２０Ｋバイト
２ＨＤ：　１．４４Ｍバイト
２ＨＤ：　１．２２Ｍバイト
２ＨＤ／ＦＡＮＵＣｰＰＧ：　９５０Ｋバイト（１７５ファイル）
（２ＤＤ：６４０Ｋ、２ＨＤ：１．１８Ｍ　リード／ライト可能）
（PG: 71 ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ、1943 ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄは制限在り、ﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ可能）

メモリー DＲＡＭ：
Ｆｌａｓｈ－ＲＯＭ：

５１２Ｋバイト
５１２Ｋバイト

デート／タイム カレンダーＲＴＣ（1980年～2079年対応、2000年閏年自動補正）
バッテリー内蔵

キーボード １１ファンクションキー（１０数字キーを含む）
ファイルネーム－アルファベット入力可能

ディスプレイ 液晶、１６桁 × ４行、ＥＬバックライト付き
バックライトセイバー機能付き

インターフェイス シリアル　Ｖ．２４／ＲＳ－２３２Ｃ、 ＤＢ９ピン、雄
１５０ ～ １９,２００ボー ＤＢ２５ピン、雌

（オプション）（オプション）（オプション）（オプション） ２０ｍＡカレントループ、パッシブ、（ＤＢ２５ピン、雌）
１５０ ～ １９,２００ボー

寸　　法 幅：　１２６ｍｍ、　奥行き：　２２０ｍｍ、　高さ：　６０ｍｍ

重　　量 １．３Ｋｇ

使用電源 ＤＣ ９ ～ ２４Ｖ

消費電力 最大１０Ｗ

使用環境 温度：　  ５ ～ ４０℃
湿度：  ２０ ～ ８０％ＲＨ

標準付属品
ＡＣアダプター

 

1個、プライマリ： AC100/110V 50/60Hz、115℃温度ヒューズ組込み
セカンダリ： DC12V 800mA 非安定化
重量： 0.48Kg

RS-232Cケーブル 1本、長さ３ｍ、接続配線は本書 P.57接続ケーブル例に依る
吊り下げフック金具 1個、M3皿ビス 2本付属

ゴム足 4個、接着シート貼り付け済み
キャリングケース 1個
システムディスク 1枚

取扱説明書 1冊
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７．オペレーション

７．１　ファイルリストオペレーション

＜リスト＞
４ファイルネームの表示

　　　　　　 ＜↓＞　　　　　カーソルを次のファイルへ

        　　 ＜↑＞　　　　　カーソルを前のファイルへ

        　　 ＜→＞　　　　　次の４ファイルを表示、カーソルは１行目のファイル

        　　 ＜←＞　　　　　前の４ファイルを表示、カーソルは１行目のファイル

＜登　録＞　　　１ファイル情報の表示へ

＜停　止＞　　　ディスク情報の表示、終了

    　　１ファイル情報の表示

　　　　　　 ＜↓＞　　　　　次のファイルの表示

        　　 ＜↑＞　　　　　前のファイルの表示

        　　 ＜→＞　　　　　現在のファイルの、次のデータ表示

        　　 ＜←＞　　　　　現在のファイルの、前のデータ表示

＜登　録＞　　　４ファイルネームの表示へ

＜停　止＞　　　ディスク情報の表示、終了
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７．２　受信オペレーション

＜受　信＞

　　
　　

＜ステップ＞　　ファイル更新
　　　　　＜↓／↑／→／←／登　録＞　　ファイルネーム表示
              　　＜選　択＞、＜受　信＞

　 ＜登　録＞　　数字キー入力　　＜登　録＞、＜受　信＞

　　

　　

＜登　録＞　　アルファベット入力
　　　　　　　　　＜→／←／↓／↑／選　択＞
                  　　　　＜登　録＞、＜受　信＞

＜選　択＞　　オートネーム指定　　＜受　信＞

７．３　送信オペレーション

＜送　信＞

　　
　　

＜ステップ＞　　ファイル選択
　　　　　＜↓／↑／→／←／登　録＞　　ファイルネーム表示
              　　＜選　択＞、＜送　信＞

　　　＜登　録＞  　数字キー入力　　＜登　録＞、＜送　信＞

　　　　＜登　録＞　　アルファベット入力
　　　　　　　　　＜→／←／↓／↑／選　択＞
                  　　　　＜登　録＞、＜送　信＞

＜リスト＞　　連続ファイルリスト

　　　　　　
＜ステップ＞　　リスト作成
　　　　　＜↓／↑／→／←／登　録／選　択＞
　         　　　　＜送　信＞
                      　
          　            終了時 ＜登　録＞　　リストのディスク書込み

          　            　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜停　止＞　　 終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜選　択＞、＜送　信＞　　ディスクのリストにより送信
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７．４　コピーオペレーション

＜コピー＞
　　   ＜↓／↑／→／←＞キーでカーソル移動、＜選　択＞で指定

　　“システムコピー”　　＜コピー＞

“ファイルコピー”

　　　　　　
  　

＜ステップ＞　　ファイル選択
　　　　　＜↓／↑／→／←／登　録＞　　ファイルネーム表示
    　　　　　　＜選　択＞、＜コピー＞

　　　　　　 ＜登　録＞  　数字キー入力　　＜登　録＞、＜コピー＞
  　      　 　　　
  　      　
　　　　　　
  　      　
  　
  　

　　　
　　　　＜登　録＞　　アルファベット入力
　　　　　　　　　＜→／←／↓／↑／選　択＞
　　　            　　　　＜登　録＞、＜コピー＞

＜コピー＞　　オールファイルコピー　　＜コピー＞

７．５　ディスク初期化オペレーション

＜初期化＞
　　 　＜↓／↑／→／←＞キーでカーソル移動、＜選　択＞で指定

　　“２ＤＤ”　　　　　　　　＜初期化＞

“２ＨＤ（１．４Ｍ）”    ＜初期化＞

“２ＨＤ（１．２Ｍ）”    ＜初期化＞

“ＰＧ”                  ＜初期化＞
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７．６　パラメータオペレーション

＜設　定＞

＜→＞　　　　カーソルを次の設定値へ

＜↓＞　　　　カーソルを次の設定値へ

＜←＞　　　　カーソルを前の設定値へ

＜↑＞　　　　前の設定項目へ戻る

　　 ＜選　択＞　　カーソルがある設定値に設定、次の設定項目へ進む

＜登　録＞　　入力を行う
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８．エラーメッセージ

８．１　ディスクエラー

　テ゛ィスク　ト゛ライフ゛ノ
シ゛ュンヒ゛カ゛テ゛キテイマセン

　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   ディスクがセットされていません。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　テ゛ィスクニ　スヘ゜ースカ゛
　アリマセン
　　　テイシキーヲ　２カイ　オシ
　　テ゛ィスク　コウカン

   ディスクに書込むスペースが残っていません。
   新しいディスクを使用してください。
   ＜停止＞キーを２回押して終了させます。

テ゛ィスクニ　ライトフ゜ロテクト
　カキコミカ゛　テ゛キマセン
　フ゜ロテクトヲ　ハス゛スカ
　　テ゛ィスク　コウカン

   ライトプロテクトされているディスクです。
   プロテクトを外すか、新しいディスクを使用し
   てください。

　テ゛ィスク　Ｉ／Ｏ　エラー
×××
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　テ゛ィスク　コウカン

   ディスクでリードまたはライトエラー発生。
   ＜停止＞キーを押して終了させ、別のディスクを
   使用します。
   ×××　：　エラーナンバー

フ゜ロク゛ラムカ゛　アリマセン
　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   ディスクにファイルが有りません。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

ファイルスウカ゛　オオスキ゛マス
　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   ファイルの数が多過ぎます。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　テ゛ィスク　Ｉ／Ｏ　エラー
ＣＲＣエラー　ｏｒ　ノーテ゛ータ
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　テ゛ィスク　コウカン

   ディスクのデータが読み込めません。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　テ゛ィスク　Ｉ／Ｏ　エラー
　　アト゛レスマーク　ナシ
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　テ゛ィスク　コウカン

   ディスクのアドレスマークが読めません。
   あるいは指定したディスクの種類と異なります。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

ディスクＩ／Ｏエラ－が頻繁に起こったり、ディスクが度々読めない障害がある時は、障害が起こ
るディスケットのメ－カ－とは違うメ－カ－のディスケットで試してみたり、或は、あるＰＣで書か
れたディスクにエラ－が起きる場合は、別のＰＣで書いたディスクで同じようにエラ－が起こるか、
確認して下さい。フロッピィディスクドライブは、精密機械と電子回路を合体させた構造ですから、
機械的な誤差あるいは劣化を避けられません。書き込む時と、読み出す時の相互のドライブによる
トラック位置誤差等の状況に依っては、特定の媒体あるいはＰＣで書かれたディスケットが読めない
障害が起こる事がありますが、本装置の故障ではありません。上記の様に試しても、常にエラ－
が起きる時は、本装置のドライブの劣化あるいは障害が考えられます。
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８．２　パラメータエラー

　　フレーミンク゛　エラー
　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　ハ゜ラメータ　カクニン

   データのワード長が違います。
   ボーレート、ワードレングス、ストップビット、コード
　 相手機器のパリティ、を確認してください。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　　ハ゜リティ　エラー
　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　ハ゜ラメータ　カクニン

   パリティエラー発生。
   ボーレート、ワードレングス、ストップビット、コード
　 相手機器のパリティ、を確認してください。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　オハ゛ーラン　エラー
　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　ハ゜ラメータ　カクニン

   ビジー状態の時に、データが送られてきました。
   プロトコル、コード、配線ケーブルを確認して下さい。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　　　　シ゛ュシン
　　ハ゛ッファ　フル　エラー
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　ハ゜ラメータ　カクニン

   ビジー状態の時に、データが送られてきました。
   プロトコル、コード、配線ケーブルを確認して下さい。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　ＥＩＡ　コート゛　エラー
　テ゛ータ　：　××
　　　　　テイシキーヲ　オシマス
　　　ハ゜ラメータ　カクニン

   ＥＩＡコードにないコードを入出力しようとしました。
   ボーレート、ワードレングス、ストップビット、コード
　 相手機器のパリティ、を確認してください。
　 ＜停止＞キーを押し、終了させます。

                                         ××は、受信したデ－タ中のＥＩＡコードに無いデータ
                                         あるいは送信ファイル中のＥＩＡコードにないデータを、
                                         １６進表示したものです。

                                         但し、××がＦＥの時に限っては、ＦＡＰＴ処理中の
                                         データエラーも示します。
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８．３　送信／受信エラー

シ゛ュシン　テ゛ータスウ　０
　　　　　エラー

　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   データを全く受信していません。
   ファイルは削除されます。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　ファイルカ゛　ミツカリマセン
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   指定したファイルがありません。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

オナシ゛　ファイルカ゛　アリマス
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   すでに指定したファイルがあります。

   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　テ゛ィスクニ　シテイノ
サフ゛ファイルカ゛　アリマセン
ファイルネーム　：
××××××××．×××

   指定されたサブファイルがありません。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

   ファイルネーム
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８．４　その他のエラー

　　リモート　モート゛
　　コマント゛　エラー
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   リモートモードでのコマンドではありません。
   ＜停止＞キーを押し、リセットします。

　　オール　ファイル　コヒ゜ー
　　　ソース　テ゛ィスクカ゛
　オナシ゛テ゛ハ　アリマセン
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   ファイルコピーで、読み込み用に交換した
   ディスクが、最初に読込ませたディスクと 違います。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Ｈｉｄｄｅｎ　ファイルテ゛ス
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   指定したファイルがリード／ライトできません。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　マルチ　ホ゛リューム　エラー
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   マルチボリュームのディスクの順番が違います。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　　ＰＧ　フォーマットノ
　　　テ゛ィスクハ
      シヨウ　テ゛キマセン
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   ＰＧフォーマットのディスクには、システムコピーは
　 実行できません。
   ＜停止＞キーを押し、終了させます。

　　　ＲＴＣ　エラー
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

   リアルタイムクロックにエラー発生
　 クロックモジュ－ルに故障が発生しました。

　 －－－Ｂａｔｔｅｒｙ－－－
    電源電圧が既定値より低くなっています。
　　バッテリ－で本装置を使っている場合は、直ちに
　　使用を中止して、バッテリ－を充電して下さい。

　パワ－アダプタを使っている時は、交流電源の異常
　低下あるいはアダプタ－の故障などが考えられます。
　また、本装置内部の電圧検出回路に故障が発生した
　事も考えられます。

　　Ｌｏａｄ　　Ｓｙｓｔｅｍ
　　　ＦＰＲＯＭ　エラー
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テイシキーヲ　オシマス

　 ストアされているシステムプログラムに異常があり
　 ます。 システムディスクをセットしてください。
   ＜停止＞キーを押すと、システムプログラムをディスク
　 から読み込み直します。
　ＦＰＲＯＭに恒久的な障害を生じた事も考えられます。
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９．コード表

ＡＳＣＩＩ ＩＳＯ ＥＩＡ ＡＳＣＩＩ ＩＳＯ ＥＩＡ ＡＳＣＩＩ ＩＳＯ ＥＩＡ
NUL
SOH
STX
ETX
EOT
ENQ
ACK
BEL
BS
HT
LF
VT
FF
CR
SO
SI

００
０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０９
０Ａ
０Ｂ
０Ｃ
０Ｄ
０Ｅ
０Ｆ

００
８１
８２
０３
８４
０５
０６
８７
８８
０９
０Ａ
８Ｂ
０Ｃ
８Ｄ
８Ｅ
０Ｆ

(00)注

－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
２Ａ
３Ｅ
８０
－－
－－
(80)注

－－
－－

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
：
；
＜
＝
＞
？

３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
３Ａ
３Ｂ
３Ｃ
３Ｄ
３Ｅ
３Ｆ

３０
Ｂ１
Ｂ２
３３
Ｂ４
３５
３６
Ｂ７
Ｂ８
３９
３Ａ
ＢＢ
３Ｃ
ＢＤ
ＢＥ
３Ｆ

２０
０１
０２
１３
０４
１５
１６
０７
０８
１９
(46)注

－－
－－
－－
－－
－－

’
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ
ｉ
ｊ
ｋ
ｌ
ｍ
ｎ
ｏ

６０
６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８
６９
６Ａ
６Ｂ
６Ｃ
６Ｄ
６Ｅ
６Ｆ

６０
Ｅ１
Ｅ２
６３
Ｅ４
６５
６６
Ｅ７
Ｅ８
６９
６Ａ
ＥＢ
６Ｃ
ＥＤ
ＥＥ
６Ｆ

－－
６１
６２
７３
６４
７５
７６
６７
６８
７９
５１
５２
４３
５４
４５
４６

DLE
DC1
DC2
DC3
DC4
NAK
SYN
ETB
CAN
EM
SUB
ESC
FC
GS
RS
US

１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
１Ａ
１Ｂ
１Ｃ
１Ｄ
１Ｅ
１Ｆ

９０
１１
１２
９３
１４
９５
９６
１７
１８
９９
９Ａ
１Ｂ
９Ｃ
１Ｄ
１Ｅ
９Ｆ

(00)注

(11)注

(12)注

(93)注

(14)注

－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－

＠
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
４Ａ
４Ｂ
４Ｃ
４Ｄ
４Ｅ
４Ｆ

Ｃ０
４１
４２
Ｃ３
４４
Ｃ５
Ｃ６
４７
４８
Ｃ９
ＣＡ
４Ｂ
ＣＣ
４Ｄ
４Ｅ
ＣＦ

－－
６１
６２
７３
６４
７５
７６
６７
６８
７９
５１
５２
４３
５４
４５
４６

ｐ
ｑ
ｒ
ｓ
ｔ
ｕ
ｖ
ｗ
ｘ
ｙ
ｚ
｛
｜
｝
～
DEL

７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
７Ａ
７Ｂ
７Ｃ
７Ｄ
７Ｅ
７Ｆ

Ｆ０
７１
７２
Ｆ３
７４
Ｆ５
Ｆ６
７７
７８
Ｆ９
ＦＡ
７Ｂ
ＦＣ
７Ｄ
７Ｅ
ＦＦ

５７
５８
４９
３２
２３
３４
２５
２６
３７
３８
２９
－－
－－
－－
－－
７Ｆ

SP
！
”
＃
＄
％
＆
’
（
）
＊
＋
，
－
．
／

２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
２Ａ
２Ｂ
２Ｃ
２Ｄ
２Ｅ
２Ｆ

Ａ０
２１
２２
Ａ３
２４
Ａ５
Ａ６
２７
２８
Ａ９
ＡＡ
２Ｂ
ＡＣ
２Ｄ
２Ｅ
ＡＦ

１０
－－
－－
－－
－－
０Ｂ
０Ｅ
－－
１Ａ
４Ａ
－－
７０
３Ｂ
４０
６Ｂ
３１

Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
［
＼
］
＾
＿

５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
５Ａ
５Ｂ
５Ｃ
５Ｄ
５Ｅ
５Ｆ

５０
Ｄ１
Ｄ２
５３
Ｄ４
５５
５６
Ｄ７
Ｄ８
５９
５Ａ
ＤＢ
５Ｃ
ＤＤ
ＤＥ
５Ｆ

５７
５８
４９
３２
２３
３４
２５
２６
３７
３８
２９
－－
－－
－－
－－
－－

　()注のコ－ドは、本来ＥＩＡに定義
　されていないコ－ドです。
　本装置の処理で、ファイルのデ－タ
　を、表のように変換して出力する事
　があります。
　また、ＤＣ１～ＤＣ４のコ－ドは、
　パラメ－タの設定状態によって、
　受信コ－ドを表のように認識し、
　あるいは送信します。
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１０．接続ケーブル例

ＮＣ側 本装置側
２５ピン／雄 ９ピン／雌

送信データ
ＴＤ ２ ２ ＲＤ

受信データ
ＲＤ ３ ３ ＴＤ

送信要求
ＲＴＳ ４ ８ ＣＴＳ

送信可
ＣＴＳ ５ ４ ＲＴＳ

データセットレディ
ＤＳＲ　６ ７ ＤＴＲ

１ ＣＤ

信号用接地
ＳＧ ７ ５ ＳＧ

キャリア検出
ＣＤ ８

データ端末レディ
ＤＴＲ  ２０ ６ ＤＳＲ

+24V ２５ ９ +24V
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１１．パラメータ設定表　(□に設定状態をチェックして保存等にお使い下さい)

　１）インターフェイス □ＲＳ－２３２Ｃ　　　□カレントループ（オプション）

　２）コード □ＩＳＯ　　　□ＥＩＡ　　　□トランスペアレント

　３）カレントループ／レディ □レディ＝カレント　　　□レディ＝ノーカレント

　４）受信ファイルマーク　スタート □％　　　□ＤＣ２　　　□ナシ

　５）受信ファイルマーク　エンド
　　　　□％　　　□ＤＣ４　　　□％＋ＥＯＢ　　　□Ｍ３０＋ＥＯＢ　　　□ナシ

　６）送信ファイルマーク　スタート □％　　　□ＤＣ２　　　□ナシ

　７）送信ファイルマーク　エンド
　　　　□％　　　□ＤＣ４　　　□％＋ＥＯＢ　　　□Ｍ３０＋ＥＯＢ　　　□ナシ

　８）受信ファイルマーク　書き込み 　□Ｙｅｓ　　　□Ｎｏ

　９）ボーレート
　　　　□１５０　　　□３００　　　□６００　　　□１２００　　　□２４００
　　　　□４８００　　□９６００　　□１９２００

１０）プロトコル　　　□ＮＣ　　　□ＤＣ　　　□Ｘ－Ｏｎ／Ｘ－Ｏｆｆ　　　□レディ／ビジー

１１）トランスペアレント受信時のＸ－Ｏｆｆコード　　　　□１３Ｈｅｘ　　　□９３Ｈｅｘ

１２）ストップビット　　　　□１ビット　　　□２ビット

１３）オートファイルネーム
　　　　□無効　　　□（／　　　□％　　　□Ｏ　　　□ＰＧＭ　　　□Ｌ　　　□ＤＦＳ，

１４）送信ＥＯＢコード
　　　　□ＣＲ－ＬＦ　　　□ＬＦ－ＣＲ　　　□ＬＦ－ＣＲ－ＣＲ　　　□ＣＲ　　　□ＬＦ
　　　　□ＩＮ／ＯＵＴ変換せず

１５）送信リーダー
　　　　□ナシ　　　□リーダー送信　　　　　文字数：
　　　　　　　　　　□フィードホール（ＮＵＬＬ）　　　□オールマーク（ＦＦ）

１６）送信トレーラー
　　　　□ナシ　　　□トレーラー送信　　　　文字数：
　　　　　　　　　　□フィードホール（ＮＵＬＬ）　　　□オールマーク（ＦＦ）

１７）ファイル拡張子　　　□ＮＷＤ　　　□入力：

１８）Ｍ９８Ｐコマンド　　□無効　　　　□有効

１９）バックライト　　　　□オン　　　　□オフ

２０）日付設定　　　　　　□ＹＹＭＭＤＤ　　　□ＤＤＭＭＹＹ　　　□ＭＭＤＤＹＹ
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１２．操作手順

■データ受信

　ファイル名が数字の場合

＜受信＞ → ＜登録＞ → （数字キー） → ＜登録＞ → ＜受信＞

　ファイル名がアルファベットの場合
                                         
＜受信＞ → ＜登録＞ → ＜登録＞ → （矢印キー） → ＜選択＞ → ＜登録＞ → ＜受信＞
                                                ＜削除＞　：　右端の文字を削除

■データ送信

　ファイル名が数字の場合

＜送信＞ → ＜登録＞ → （数字キー） → ＜登録＞ → ＜送信＞

　ファイル名がアルファベットの場合
　　　                                   
＜送信＞ → ＜登録＞ → ＜登録＞ → （矢印キー） → ＜選択＞ → ＜登録＞ → ＜送信＞
                                                ＜削除＞　：　右端の文字を削除

　ファイルを選択する場合

＜送信＞ → ＜ステップ＞ → （矢印キー） → ＜選択＞ → ＜送信＞

■ファイルリスト表示

＜リスト＞ → （矢印キー） → ＜登録＞ → （↑↓の矢印キー）　：　別ファイルの表示
　　                                　 → （←→の矢印キー）　：　データの確認

　　　　　　　※　処理の中断、あるいは最初に戻す場合は＜停止＞を押してください。


